
湖南市コミュニティバスの運行ルート・ダイヤなどを一部改正します
湖南労働衛生センターが新たにスタートします
健（検）診を受けましょう！
犬の登録と狂犬病予防注射を忘れずに！
65歳以上の人の介護保険料が決まりました
こころと心のつながりを求めて　
まちのわだい
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湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
な
ど
を
一
部
改
正
し
ま
す

湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
な
ど
を
一
部
改
正
し
ま
す

湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
ル
ー
ト
・
ダ
イ
ヤ
な
ど
を
一
部
改
正
し
ま
す
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市
で
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か

ら
の
要
望
や
、「
湖
南
市
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を
考
え
る
市
民

会
議
」
で
の
意
見
を
も
と
に
、
4

月
1
日
か
ら
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
運
行
ル
ー
ト
・
ダ
イ

ヤ
な
ど
を
一
部
改
正
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
の
改
正
を
盛
り
込

ん
だ
時
刻
表
・
運
行
系
統
図
は
、

回
数
券
・
定
期
券
の
販
売
場
所
お

よ
び
バ
ス
の
車
内
に
備
え
付
け
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
改
正
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

⑴
運
行
ル
ー
ト
の
新
設

◆
ふ
れ
あ
い
号
菩
提
寺
線（
石
部

駅
ル
ー
ト
）

　

菩
提
寺
地
域（
始
点
・
終
点
と

も
ハ
イ
ウ
ェ
イ
サ
イ
ド
タ
ウ

ン
）〜
Ｊ
Ｒ
石
部
駅
間
を
1
日

8
往
復
で
運
行
し
ま
す（
ル
ー

ト
図
は
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。

※「
石
部
駅
行
き
」
の
始
発
は
ハ

イ
ウ
ェ
イ
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
午
前

6
時
35
分
発
と
な
り
ま
す（「
広

報
こ
な
ん
」
3
月
号
で
は
午
前

6
時
40
分
発
と
お
伝
え
し
ま
し

た
が
、
変
更
し
て
い
ま
す
）。

※「
菩
提
寺
地
域
行
き
」
の
終
発

は
石
部
駅
午
後
６
時
55
分
発  

と
な
り
ま
す
。

◆
ふ
れ
あ
い
号〔
Ｊ
Ｒ
石
部
駅

↓

生
田
病
院

↓

下
田

↓

生
田
病
院

↓

Ｊ
Ｒ
石
部
駅
〕

　

1
日
3
便
で
運
行
し
ま
す（
ル

　

ー
ト
図
は
次
ペ
ー
ジ
参
照
）。
生

田
病
院

↓

下
田
は
、
午
前
便
は

十
二
坊
温
泉
ゆ
ら
ら
経
由（
折

り
返
し
の
下
田

↓

生
田
病
院
は

花
園
東
口
経
由
）、
午
後
便
は

花
園
東
口
経
由（
折
り
返
し
の

下
田

↓

生
田
病
院
は
十
二
坊
温

泉
ゆ
ら
ら
経
由
）と
な
り
ま
す

（
第
１
便
は
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
は
運
休
し
ま

す
）。

⑵
運
行
ダ
イ
ヤ
・
ル
ー
ト
の
見
直
し

◆
ふ
れ
あ
い
号
下
田
線（
三
雲  

駅
ル
ー
ト
）

　

通
勤
時
間
帯
に
下
田
行
き（
三

雲
駅
午
前
8
時
3
分
発
）を
増

便
し
ま
す（
土
・
日
曜
日
、祝
日
、

年
末
年
始
は
運
休
し
ま
す
）。

◆
ふ
れ
あ
い
号
ひ
ば
り
ヶ
丘
線

　

午
前
便
は
主
に
、
十
二
坊
温
泉

ゆ
ら
ら

↓

ひ
ば
り
ヶ
丘

↓

若
竹

西
口

↓

サ
ン
ヒ
ル
ズ
甲
西

↓

に

ご
り
池

↓

花
園
東
口

↓

保
健
セ

ン
タ
ー
を
経
由
し
、
午
後
便
は

主
に
、
花
園
東
口

↓

に
ご
り
池

↓

サ
ン
ヒ
ル
ズ
甲
西

↓

若
竹
西

口

↓

ひ
ば
り
ヶ
丘

↓

十
二
坊
温

泉
ゆ
ら
ら
を
経
由
し
ま
す
。

◆
ふ
れ
あ
い
号
花
園
巡
回
線

　

ふ
れ
あ
い
号
ひ
ば
り
ヶ
丘
線
に

統
合
し
ま
す
。

◆
ふ
れ
あ
い
号
甲
西
南
線

・�
第
1
・
2
・
3
便
お
よ
び
第

9
・
10
・
11
便
を
妙
感
寺
経
由

と
す
る
と
と
も
に
、
三
雲
が
丘

〜
三
雲
駅
間
を
市
道
三
雲
畑
線

経
由
と
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の

ル
ー
ト
変
更
に
伴
い
、
現
行
の

「
荒
川
橋
」
バ
ス
停
を
廃
止
し

ま
す
。

・�

保
健
セ
ン
タ
ー
に
午
前
１
便
、

午
後
１
便
乗
り
入
れ
、
甲
西
駅

北
口
で
医
療
セ
ン
タ
ー
ル
ー
ト

に
接
続
し
ま
す
。

◆
め
ぐ
る
く
ん

・�

①
便
の
南
公
民
館
発
を
丸
山
発 

（
午
前
6
時
33
分
）に
変
更
し
ま

す
。
な
お
、
こ
の
便
は
西
寺
、

東
寺
を
経
由
し
ま
す
。

・�

日
曜
日
、
祝
日
の
ダ
イ
ヤ
で
石

部
駅
発
を
増
発
し
ま
す（
午
前

7
時
27
分
発
）。

・�

石
部
駅
〜
五
軒
茶
屋
間
の
昼
間

の
１
便
を
減
便
し
、
１
日
４
便

と
し
ま
す
。

⑶
そ
の
他
留
意
事
項  

◆
め
ぐ
る
く
ん
の
バ
ス
停
の
新
設  

「
郵
便
局
」
と「
古
宮
」
の
間
に

新
た
に「
石
部
交
番
前
」
を
設

置
し
ま
す
。

◆
ふ
れ
あ
い
号
の
旧
回
数
券
は
4

月
1
日
以
降
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆
ふ
れ
あ
い
号
菩
提
寺
線（
甲
西

駅
ル
ー
ト
）

　
「
広
報
こ
な
ん
」
3
月
号
で
は

現
行
の「
甲
西
駅
行
き
」
の
始

発
便
と「
菩
提
寺
地
域
行
き
」

の
終
発
便
の
み
を
菩
提
寺
線 

（
石
部
駅
ル
ー
ト
）に
移
行
す
る

旨
を
お
伝
え
し
ま
し
た
が
、
移

行
は
行
わ
ず
、従
来
ど
お
り「
甲

西
駅
行
き
」
の
始
発
は
ハ
イ

ウ
ェ
イ
サ
イ
ド
タ
ウ
ン
午
前
6

時
53
分
発
、「
菩
提
寺
地
域
行

き
」
の
終
発
は
甲
西
駅
北
口
午

後
6
時
発
で
運
行
し
ま
す
。

☆
平
成
17
年
4
月
か
ら
平
成
18
年

1
月
ま
で
の
間
の
利
用
者
数
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
菩
提
寺
地
域
〜
石
部
駅
間
の

実
証
運
行
の
利
用
状
況
は
次
の

と
お
り
で
す（
一
日
平
均
約
20

人
）。

　

・
12
月　

3
9
4
人

　

・
1
月　

3
2
5
人

　

・
2
月　

4
0
0
人

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当 

〔
東
庁
舎
〕　

�
71
◦
２
３
１
１



　

市
で
は
、
市
民
の
生
活
交
通
の

維
持
・
確
保
を
図
る
た
め
、
湖
南

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
運
行
し

て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
の
運
行
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
、
昨
年
4
月
に
設
置
し
た「
湖

南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を

考
え
る
市
民
会
議
」
に
お
い
て
市

民
参
加
の
も
と
に
検
討
を
行
い
、

そ
こ
で
の
議
論
を
参
考
に
運
行

ル
ー
ト
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
の
見
直
し

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
引
き
続
き
市
民
の
皆

さ
ん
の
幅
広
い
意
見
を
求
め
る
た

め
、
市
民
会
議
委
員
の
一
部
を
公

募
し
ま
す
。

■
募
集
人
数　

5
人

■
応
募
資
格　

広
い
視
野
に
立
っ

て
意
見
や
提
案
を
し
て
い
た
だ

け
る
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

人（
平
成
18
年
４
月
１
日
現
在
・

高
校
生
は
除
く
）。

※
議
員
や
公
務
員
は
除
き
ま
す
。

※
現
在
す
で
に
市
の
審
議
会
な
ど

の
委
員
に
な
っ
て
い
る
人
は
意

向
に
添
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

■
委
嘱
期
間　

１
年
間

■
活
動　

原
則
と
し
て
年
４
回
程

度
の
会
議
な
ど

■
応
募
方
法　

次
の
書
類
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い（
郵
送
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
可
）。

①
応
募
申
込
書〔
安
心
安
全
課（
東

庁
舎
2
階
）、
市
民
生
活
課（
西

庁
舎
1
階
）お
よ
び
各
出
張
所

に
配
置
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
〕

②
湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
に
つ
い
て
の
提
案
や
意
見

な
ど
を
8
0
0
字
以
内
に
ま
と

め
た
レ
ポ
ー
ト（
様
式
は
問
い

ま
せ
ん
）

※
応
募
に
要
す
る
費
用
は
支
給
し

ま
せ
ん
。

※
申
込
書
、
レ
ポ
ー
ト
の
返
却
は

行
い
ま
せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間　

４
月
17
日（
月
）ま

で（
必
着
）

■
選
考
方
法　

書
類
選
考

※
選
考
結
果
に
つ
い
て
は
応
募
者

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当

　
〔
東
庁
舎
〕（
〒
5
2
0

－

3
2

　

8
8
住
所
記
載
不
要
）

�
71
◦
2
3
１
１

�
72
◦
2
0
0
0

　

Ｅ
メ
ー
ル
：anzen@

city.konan.
shiga.jp
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湖
南
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
を
考
え
る

市
民
会
議 

委
員
募
集

MJ
線

MJ
線



　

市
が
西
峰
町
地
先
で
移
転
・
新
築
工
事

を
進
め
て
い
た
湖
南
労
働
衛
生
セ
ン
タ
ー

が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
4
月
3
日
か
ら
診

療
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
昭
和
52
年（
1
9
7
7

年
）に
梅
影
町
地
先
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

築
後
約
30
年
を
経
過
し
老
朽
化
が
進
ん
だ

こ
と
か
ら
、
市
で
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
計

画
し
、
昨
年
8
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

今
後
は
さ
ら
な
る
地
域
医
療
推
進
の
た

め
、
整
っ
た
医
療
環
境
の
も
と
で
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
。

　

石
部
医
療
セ
ン
タ
ー
は
平
成
元

年（
1
9
8
9
年
）に
開
院
、
平
成

3
年
か
ら
病
床
数
24
床
の
病
院
と

し
て
地
域
の
皆
さ
ん
に
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
4
月
1

日
か
ら
18
床
の
有
床
診
療
所
と
し

て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し

た
。

　

入
院
に
つ
い
て
は
ベ
ッ
ド
数
が

6
床
減
る
こ
と
と
な
り
ま
す
が
、

今
後
も
近
隣
医
療
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん
に
信
頼
さ

れ
る
医
療
機
関
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
す
。

　

外
来
は
従
来
ど
お
り
内
科
、
小

児
科
、
眼
科
、
耳
鼻
咽
喉
科
、
皮

膚
科
、
整
形
外
科
の
診
療
を
行
い
、

月
・
木
曜
日
の
夜
診
は
午
後
7
時

ま
で
延
長
し
ま
す
。
ま
た
、
時
間

外
は
発
熱
、
か
ぜ
、
喘
息
、
在
宅

医
療
に
つ
い
て
対
応
し
て
い
ま
す

の
で
、
で
き
る
だ
け
午
後
10
時
ま

で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

石
部
医
療
セ
ン
タ
ー　

�
77
◦
4
1
0
0

有
床
診
療
所
と
し
て
ス
タ
ー
ト

湖
南
労
働
衛
生
セ
ン
タ
ー
が

　
　

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

受
付
時
間

午前診 午後診 夜　診

8：30 〜 11：30 1：30 〜 4：00 4：30 〜 7：00

月
内　科 耳鼻咽喉科 内　科

小児科 眼　科 小児科

火
内　科

小児科

水

内　科 耳鼻咽喉科

小児科 眼　科

皮膚科 整形外科

木
内　科 内　科

小児科 小児科

金
内　科 耳鼻咽喉科

小児科 眼　科

土

内　科
（第1・3・5週）

小児科
（第1・3・5週）

● 外 来 診 療 時 間 一 覧 ●

石
部
医
療
セ
ン
タ
ー

42006.4 Konan

◇
診
療
科
目　

内
科
、
小
児
科
、

皮
膚
科

◇
診
療
日　

月
〜
金
曜
日

　
〈
午
前
の
部
〉
9
時
〜
正
午

　
〈
午
後
の
部
〉
3
時
〜
4
時
30
分

※
水
曜
日
の
午
後
の
部
は
休
診
で

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
医
療
推
進
課〔
石
部
医
療

セ
ン
タ
ー
内
〕

　

�
77
◦
4
1
0
0

小児科予防接種は、外来診療時間以
外（下記時間帯）にもできます。前日
までに電話で予約してください。
・水曜日　午後4時45分～ 5時15分
・金曜日　午後4時30分～ 5時15分



4
月
1
日
付
け
で
一
部
、        

　
　

機
構
改
革
を
行
い
ま
す

 
平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
実
施

　

4
月
か
ら
、
市
内
の
小
・
中
・

高
等
・
養
護
学
校
で
は
、
校
舎
内

だ
け
で
な
く
敷
地
内
す
べ
て
で
禁

煙
を
実
施
し
ま
す
。

　

喫
煙
の
習
慣
が
若
年
層
に
広
が

る
な
か
、
禁
煙
を
促
し
、
子
ど
も

た
ち
の
健
康
教
育
推
進
の
た
め
に

全
県
一
斉
に
取
り
組
み
ま
す
。
教

職
員
だ
け
で
な
く
、
学
校
を
訪
れ

る
す
べ
て
の
人
に
ご
協
力
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

学
校
教
育
課
教
育
指
導
担
当

〔
西
庁
舎
〕　

�
77
◦
7
0
１
１
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学
校
敷
地
内
で
の
全
面
禁
煙
に
ご
協
力
を
！

　

市
で
は
、
よ
り
効
率
的
で
機
動

的
な
市
役
所
を
め
ざ
し
、
新
市
の

行
政
運
営
の
課
題
に
取
り
組
む
た

め
、
平
成
18
年
４
月
１
日
付
け
で

次
の
と
お
り
一
部
、
機
構
改
革
を

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
全
体
的
な
機
構
改
革
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
平
成
18
年
度

中
に
さ
ら
な
る
検
討
を
進
め
ま

す
。

【
総
務
部
】

⑴
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
内
に「
住

居
表
示
推
進
準
備
室
」
を
新
設

す
る
。

⑵
市
に
対
す
る
不
当
要
求
な
ど
に

対
し
機
動
的
で
円
滑
な
対
応
を

図
る
た
め
、
総
務
課
に
不
当
要

求
対
策
担
当
を
設
置
す
る
。

⑶ 

改
革
推
進
課
が
取
り
組
ん
で

き
た
行
政
改
革
、
指
定
管
理
者

制
度
、
政
策
評
価
シ
ス
テ
ム
の

業
務
を
、
よ
り
総
合
的
・
専
門

的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
政

策
秘
書
課
内
に「
行
政
改
革
推

進
室
」
を
新
設
し
、
改
革
推
進

課
の
名
称
を「
企
画
調
整
課
」

と
す
る
。

⑷
市
民
や
各
区（
自
治
会
）か
ら
の

相
談
業
務
に
円
滑
か
つ
効
率
的

に
対
応
す
る
た
め
、
住
民
総
合

相
談
担
当
を
総
務
課
か
ら
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
に
移
管
す
る
。

【
健
康
福
祉
部
】

⑴
甲
賀
広
域
行
政
組
合
で
取
り
組

ん
で
い
た
心
身
障
害
児
通
園
事

業
を
、
社
会
福
祉
課
で
実
施
す

る（
設
置
場
所
は
石
部
保
健
セ

ン
タ
ー
内
）。

⑵
介
護
保
険
法
の
改
正
に
伴
い
、

高
齢
福
祉
介
護
課
内
に「
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設

し
、
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
を
廃
止
す
る
。

【
地
域
調
整
局
】

⑴
保
健
福
祉
部
門
の
指
揮
系
統

を
明
確
に
す
る
た
め
、
保
健
福

祉
課
を
健
康
福
祉
部
に
移
管
す

る
。

⑵
窓
口
業
務
、
市
民
サ
ー
ビ
ス

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
図
る
た

め
、
地
域
整
備
課
を
廃
止
し
、

業
務
を
市
民
生
活
課
に
移
管
す

る
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
総
務
･
情
報
公
開
担
当
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○
₂
月
16
日（
木
）・
17
日（
金
）　

9

時
半
、
区
長
会
研
修
に
同
行
し
て
雨

中
を
出
発
、
愛
知
少
年
院（
豊
田
市
）

を
訪
れ
る
。
翌
朝
は
快
晴
と
な
り
、

区
長
会
と
別
れ
て
単
身
福
井
市
へ
向

か
う
。
雪
の
中
、
野
洲
川
改
修
促
進

協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
合
流
し
、
平

成
16
年
福
井
豪
雨
の
足
羽
川
決
壊
現

場
の
復
興
状
況
を
視
察
。
帰
路
、
長

浜
の
園
児
殺
害
事
件
を
知
る
。
19
時

帰
宅
。

○
18
日（
土
） 

曇　

13
時
15
分
、
漫

画
家
の
は
ら
た
い
ら
氏
を
迎
え
て
健

康
づ
く
り
講
演
会
を
開
催（
市
民
学

習
交
流
セ
ン
タ
ー
）。
15
時
半
以
降
、

第
9
回
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

Ｉ
Ｎ
し
が
に
参
加（
大
津
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
）、
障
害
者
福
祉
の
あ
り
方

に
つ
い
て
議
論
。
23
時
帰
宅
。

○
21
日（
火
） 

曇　

9
時
半
、
臨
時

議
会
。
石
部
医
療
セ
ン
タ
ー（
24
床
）

の
有
床
診
療
所
化（
18
床
）を
了
承
し

て
も
ら
う
。
こ
れ
で
機
能
的
に
は
大

き
な
変
化
な
く
繰
出
金
を
１
億
円
削

減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
19
時

半
、
第
２
回
岩
根
学
区
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ（
岩
根
公
民
館
）。
21
時
半

帰
宅
。

○
23
日（
木
） 

曇
晴　

10
時
、
ひ
ま

わ
り
消
費
学
習
会
と
懇
談
。
14
時
、

甲
賀
広
域
勤
労
者
互
助
会
理
事
会

（
サ
ン
ト
ピ
ア
水
口
）。
17
時
退
庁
。

○
25
日（
土
） 

晴　

9
時
40
分
、「
障

が
い
者
の
働
き
・
暮
ら
し
を
考
え
る

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催（
市
民
学
習

交
流
セ
ン
タ
ー
）。
来
賓
あ
い
さ
つ

は
山
下
英
利
参
議
院
厚
生
労
働
常
任

委
員
長
。
第
２
部
に
パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
出
席
し
、
就
労
支
援
に
関
し
て

意
見
を
述
べ
る
。
終
了
後
、
國
松
善

次
知
事
と
昼
食
を
兼
ね
て
意
見
交

換
。
18
時
半
、
歯
科
医
師
会
甲
賀
支

部
総
会
。

○
₃
月
₂
日（
木
）
曇　

9
時
半
、
３

月
議
会
定
例
会
。
施
政
方
針
演
説
を

す
る
。
19
時
、
モ
ラ
ロ
ジ
ー
心
の
生

涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
で
来
賓
あ
い
さ

つ
。
20
時
、
代
表
質
疑
・
質
問
の
答

弁
書
を
整
理
。
気
が
つ
く
と
23
時
45

分
過
ぎ
。
警
備
員
に
鍵
を
開
け
て
も

ら
い
、
０
時
15
分
帰
宅
。

○
₅
日（
日
） 

曇　

７
時
、
春
の
火

災
予
防
週
間
の
火
災
防
御
訓
練
。
妙

感
寺
地
先
で
第
１
分
団
の
訓
練
状
況

を
統
御
。

○
₈
日（
水
） 

薄
曇　

県
庁
で
知
事
、

副
知
事
、
知
事
公
室
長
、
総
務
部
長
、

自
治
振
興
課
長
な
ど
と
情
報
交
換
。

各
市
は
か
な
り
厳
し
い
予
算
編
成
の

様
子
。
21
時
半
帰
宅
。

○
15
日（
水
） 

晴　

10
時
45
分
、
市

老
ク
連
の
合
併
報
告
を
受
け
る
。
22

時
半
帰
宅
。
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申し込みが必要です 申し込みは不要です
都合の良い日時（左ページ表1参照）にお越しください

胃がん検診 成人健診・胃がん検診セット 成人健診

対象者 40歳以上
昭和42年3月31日までに生まれた人

18 〜 39歳
昭和42年4月1日〜昭和63
年3月31日に生まれた人

40 〜 64歳
昭和17年4月1日〜昭和42年
3月31日に生まれた人

65歳以上
昭和17年3月31日までに
生まれた人

内容

バリウムを飲
んで胃部のレ
ントゲンを撮
ります。

成人健診と胃がん検
診を半日で受診でき
ます。

身 体 測 定・ 検
尿・血圧測定・
問 診・ 血 液 検
査

18〜39歳の検査
項目＋診察・肝
炎ウイルス検査

（対 象 者： 下 表
参 照）・ 眼 底 検
査・心電図検査

40 〜 64歳 の
検査項目＋胸
部レントゲン
撮影

受診料
1,000円

※65歳 以 上 は
　無料です。

2,300円
※65歳以上は無料で
　す。

1,000円 1,300円 無料

その他

成人健診・胃がん検診セットの日で
も胃がん検診単独で受診できます。
※成人健診単独での受診はできませ

ん。
【申込期間】4月3日 （ 月 ） 〜 4月21日 （ 金 ）
　午前8時30分〜午後5時15分
　※土・日曜日を除く

【申込方法】左ページの表1・表2 で日
程をご確認のうえ、電話�72◦4008
で、または直接保健センターの窓口
でお申し込みください。

※ FAX・郵便での申し込みはできま
せん。

※各日とも定員があるため、ご希望
に添えない場合があります。

※申し込みをした人には、検診日の
約1週間前に受診はがきを送付しま
す。

【健診期間】4月17日 （ 月 ） 〜 6月6日 （ 火 ）
下半期には実施しませんので、必ずこの期間に
受診してください。

【健診当日の持ち物】
受診料（上記参照）・健康手帳・案内はがき（お
持ちの人のみ）・問診票および採尿容器（事前
に取りに来ていただいた人）

※健康手帳をお持ちでない人は、健診当日に発
　行します。

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

　

平
成
14
年
度
か
ら
成
人
健
診
時

に
B
型
・
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
次
に

該
当
す
る
人
が
今
年
度
の
対
象
で

す
。
平
成
14
〜
17
年
度
に
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
査
を
受
け
て
い
る
人
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

【
対　

象
】

◆
節
目
年
齢
の
人（
左
表
参
照
）

◆
節
目
年
齢
以
外
の
40
歳
以
上
の

人
で
左
記
に
該
当
す
る
人

ア
）過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指

摘
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
人

イ
）手
術
な
ど
で
広
範
囲
な
処

置
を
受
け
た
こ
と
の
あ
る

人
、
ま
た
は
妊
娠
・
分
娩

時
に
大
量
の
出
血
が
あ
っ

た
人
で
定
期
的
に
肝
機
能

検
査
を
受
け
て
い
な
い
人

健
診
結
果
を

生
活
改
善
の
目
安
に

　

元
気
な
毎
日
を
過
ご
す
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
健
康
状
態
に

関
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

健
診
に
よ
り
、
自
分
の
体
の
状
態

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
生
活

を
振
り
返
る
こ
と
で
食
事
や
運

動
、
喫
煙
な
ど
の
生
活
習
慣
の
改

善
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

  

健
診
結
果
を
活
用
し
て
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
健
康
を
維
持
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

【
40
〜
64
歳
の
人
へ
】

　

こ
の
年
代
は
、
毎
年
、
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
値
の
高
い
人
が
非
常
に

多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
原
因
と
し
て
運
動
不
足
や

過
食
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
人
は
将
来
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
※
）に
な
ら
な

い
た
め
に
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

病
気
を
早
め
に
見
つ
け
、
健
康

な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に
健
診
を

役
立
て
ま
し
ょ
う
。 

※
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

…
ウ
エ
ス
ト
回
り
が
太
く
な  

る
タ
イ
プ
の「
肥
満
」
の
人
が
、

軽
度
で
も「
高
脂
血
症
」「
高

血
圧
」「
糖
尿
病
」
と
い
っ
た

生
活
習
慣
病
を
一
人
で
２
つ
以
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保
健
セ
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タ
ー　
　
　

�
72
◦
4
0
0
8

○
石
部
保
健
セ
ン
タ
ー　

�
77
◦
7
0
0
8

問
い
合
わ
せ
先

年
に
一
度
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
！

健（
検
）診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

健（
検
）診
が
始
ま
り
ま
す
。
体
調
管
理
の
た
め
に
忘
れ
ず
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◇胃がん検診・成人健診の内容など

40歳 昭和41年4月1日〜昭和42年3月31日生

45歳 昭和36年4月1日〜昭和37年3月31日生

50歳 昭和31年4月1日〜昭和32年3月31日生

55歳 昭和26年4月1日〜昭和27年3月31日生

60歳 昭和21年4月1日〜昭和22年3月31日生

65歳 昭和16年4月1日〜昭和17年3月31日生

70歳 昭和11年4月1日〜昭和12年3月31日生

※すべて年度末年齢です。



検診種類 成人健診・胃がん
検診セット 成人健診

受付時間 午前9時〜 10時30分 午前9時30分〜 11時 午後1時30分〜 3時
4月17日 月 保 健 セ ン タ ー
4月18日 火 三 上 台 自 治 会 館 菩 提 寺 公 民 館
4月19日 水 み ど り の 村 自 治 会 館 近 江 台 自 治 会 館
4月20日 木 イワタニランド自治会館 ハイウェイサイドタウン自治会館
4月24日 月 正 福 寺 公 民 館 北 山 台 自 治 会 館
4月25日 火 平松草の根ハウス 中 央 東 自 治 会 館
4月26日 水 針 公 民 館
4月27日 木 岩 根 公 民 館 岩 根 会 館
4月28日 金 松 籟 会 館
5月 8日 月 石部保健センター
5月 9日 火 石部保健センター
5月10日 水 妙 感 寺 公 民 館
5月11日 木 三雲公民館 ○ 三 雲 公 民 館
5月12日 金 柑子袋公民館 ● 柑 子 袋 公 民 館
5月15日 月 保健センター ○ 保 健 セ ン タ ー
5月16日 火 保健センター ○ 保 健 セ ン タ ー
5月17日 水 保健センター ● 保 健 セ ン タ ー
5月18日 木 保健センター ○ 保 健 セ ン タ ー
5月23日 火 下田公民館
5月24日 水 サンヒルズ甲西 ● サ ン ヒ ル ズ 甲 西
5月25日 木 サンヒルズ甲西 ○ サ ン ヒ ル ズ 甲 西
5月26日 金 保健センター ● 保 健 セ ン タ ー
5月29日 月 保健センター ○ 中 山 区 集 会 所
5月30日 火 じゅらくの里
5月31日 水 石部保健センター ○ 石部保健センター
6月 1日 木 石部保健センター ● 石部保健センター
6月 2日 金 石部保健センター ○ 石部保健センター
6月 5日 月 保健センター ○
6月 6日 火 保健センター

上
持
っ
て
い
る
状
態
を
い
い
ま

す
。

【
65
歳
以
上
の
人
へ
】

　

従
来
の
健
診
に
加
え
、「
生
活

機
能
に
関
す
る
問
診
」
を
実
施
、

老
化
の
兆
し
を
早
期
に
発
見
し

て
、
健
康
の
維
持
・
向
上
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す（
こ
れ
ら
を
総
称

し
て「
介
護
予
防
」と
い
い
ま
す
）。

　

具
体
的
に
は「
お
茶
や
汁
物
な

ど
で
む
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

か
」「
こ
の
１
年
間
で
転
ん
だ
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
」「
毎
日
の
生

活
に
充
実
感
は
あ
り
ま
す
か
」
な

ど
日
常
の
生
活
に
関
す
る
質
問
を

行
い
ま
す
。  

　

市
で
は
、
健
診
結
果
と
併
せ
て

総
合
的
に
判
定
し
、
個
人
に
合
っ

た
介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
立
て
ま

す
。
具
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て

は
、
体
力
向
上
教
室
、
機
能
訓
練
、

栄
養
改
善
教
室
、
料
理
教
室
、
口

腔
ケ
ア
教
室
、
閉
じ
こ
も
り
予
防

教
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

  

自
分
の
体
調
の
変
化
を
正
し
く

受
け
と
め
、
家
族
や
友
人
た
ち
と

の
豊
か
な
時
間
を
大
切
に
し
た
い

で
す
ね
。
成
人
健
診
は
豊
か
な
老

後
を
過
ご
す
た
め
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。
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【成人健診問診票と尿検査容器】
　4月3日から下記の場所に配置して
います。
　64歳以下の人…水色の問診票
　65歳以上の人…ピンク色の問診票
健診当日にも用意していますが、混
雑を避けるため、なるべく事前に持
ち帰っていただき、記入・採尿のう
え、受診時にお持ちください。
※胃がん検診は検診当日に会場にて

記入してください。
＝配置場所＝
保健センター、石部保健センター、
高齢福祉介護課〔東庁舎〕、各公民館

（三雲、柑子袋、石部南、岩根、菩提寺、
下田）、各会館（三雲、夏見、松籟、
岩根）、三雲教育集会所、市民学習
交流センター（サンヒルズ甲西）本館

【番号札について】
午前：8時30分〜　午後：1時〜
それぞれ各会場に用意しています。
◇年齢は平成19年3月31日到達時で

の満年齢です。
◇64歳以下の人で市民税非課税世帯

等に該当する人は、すべての健
（検）診について受診料免除の制度
があります。事前に申請が必要で
すので、受診日の1週間前までに
保健センターへご連絡ください。

◇いずれの健（検）診も日時・会場が
変更になる場合がありますので、
ご了承ください。

【通訳について】
 ◇手話通訳が必要な人は、4月3日
（月）〜 21日（金）に社会福祉課〔東
庁舎〕もしくは保健センターでお
申し込みください。FAX での申
し込みをご希望の人には、専用用
紙を送りますので、氏名・住所・
生年月日・FAX 番号を明記のう
え、保健センター（�72◦1481）へ
送ってください。

◇下記期日には、ポルトガル語・ス
ペイン語の通訳を行っています。
5月17日（水）・24日（水）、6月1   
日（木）

受付時間 午前9時〜 10時30分

6月14日 水 岩根公民館　○

6月15日 木 北山台自治会館　●

6月16日 金 菩提寺公民館

6月19日 月 下田公民館

6月20日 火 石部保健センター

　表中の○は女性優先日、●は男性
優先日です。
　指定の性別の人から受付を行いま
す。指定の性別でない人も申し込み
はできますが、当日の受付時間が遅
くなりますのでご了承ください。優
先日以外の日は男女混合で受付を行
います。

〈定員〉　各会場100人
　（岩根公民館・北山台自治会館は50人）

表 2：胃がん検診日程

表 1：成人健診、成人健診・胃がん検診セット日程

｛



対象： 20歳以上の女性
受診方法：下表の医療機関へ直接申し込み、受診してください。
受診期間： 4月1日（土）〜平成19年3月31日（土）
受診料： 1,700円（65歳以上無料） ※医療機関窓口でお支払いください。
持ち物：身分を証明するもの（健康保険証など）
※病院によっては検診日時を定めている場合があります。ご確認のうえ受診してください。

◇子宮頸部がん検診【医療機関受診】 ☆☆☆変更しました☆☆☆
◆受診方法が変わりました。
◆20歳以上の女性が対象になりました。
◆体部がん検診の公費負担はなくなり
　ます。
◆平成19年度から2年に1度になります。

医療機関名　 電話番号 　医療機関名 電話番号
湖南市 野 村 産 婦 人 科 72-6633

甲賀市

公 立 甲 賀 病 院 62-0234

栗東市

済 生 会 滋 賀 県 病 院 077-552-1221 親愛レディースクリニック 63-3321
ち ば レ デ ィ ー ス ク リ ニ ッ ク 077-551-5383 濱 田 ク リ ニ ッ ク 65-3737
は な だ 婦 人 ク リ ニ ッ ク 077-551-2175 水 口 市 民 病 院 62-3346
渡 辺 産 婦 人 科 077-551-1331

守山市

久 保 産 婦 人 科 077-583-8778

草津市

入 江 産 婦 人 科 077-563-5223 坂 井 産 婦 人 科 077-581-0565
近 江 草 津 病 院 077-567-3610 南 條 医 院 077-585-0026
草 津 総 合 病 院 077-563-8866 明 愛 産 婦 人 科 077-582-6686
清 水 産 婦 人 科 医 院 077-563-9377 守 山 市 民 病 院 077-582-5151
束 田 医 院 077-562-3076 山本内科婦人科クリニック 077-581-1777
ハ ピ ネ ス バ ー ス ク リ ニ ッ ク 077-564-3101

野洲市
岸 本 産 婦 人 科 077-586-1821

南 草 津 野 村 病 院 077-561-3788 平 田 医 院 077-588-2111
山 田 産 婦 人 科 077-562-1175 野 洲 病 院 077-587-1332
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　10月以降に実施します。詳しくは下半期の「保健センターだより」および「広報こなん」10月号でご案内します。
　　　　対象：子宮頸部がん検診（30歳以上）：医療機関で受診していない人またはその予定のない人
　　　乳がん検診（40歳以上）：奇数年生まれ（西暦）の人または偶数年生まれの人で昨年受けていない人
　　　乳がん自己検診教室：どの年齢の人でも受けていただけます。

◇女性セット検診【集団検診】〔子宮頸部がん検診＋乳がん検診（視触診＋マンモグラフィ）＋乳がん自己検診教室〕

配　布　日 場　　　　　　　　　所 内容・対象・受診料

4月4日 火 保健センター　午前9時〜午後5時 【内容】自宅で 2 日分の便を
専用容器に採っていただ
き、便の潜血反応を見ます。

【対象】40 歳以上
【受診料】500円（65歳以上無料）
※回収日は配布時にお知らせ

します。
※下半期にも実施予定です。

詳しくは、下半期の「保健
センターだより」または「広
報こなん」10 月号でお知ら
せします。

4月5日 水 三雲公民館
午前9時〜 11時30分

柑子袋公民館
午後1時30分〜 4時

4月6日 木 菩提寺公民館
午前9時〜 11時30分

イワタニランド自治会館
午後1時30分〜 4時

4月7日 金 下田公民館
午前9時〜 11時30分

サンヒルズ甲西
午後1時30分〜 4時

4月10日 月
石部保健センター　午前9時〜午後5時

4月11日 火
4月12日（水）〜
5月18日（木）

保健センター　午前9時〜午後5時　
※土・日曜日、祝日の配布はありません。

5月22日（月）〜
5月29日（月）

石部保健センター　午前9時〜午後5時　
※土・日曜日の配布はありません。

◇大腸がん検診容器配布日　申し込みは不要です。直接配布場所にお越しください。

子宮がん検診についての注意事項
●平成19年度から公費負担が2年に1度になります。平成19年度に公費負担を受けられるのは偶数年生まれ（西暦）の人で

す。奇数年生まれの人は今年度中に、医療機関もしくは下半期に実施する集団検診で受診してください。
●今年度から体部がん検診は行いません。受診する場合は実費となりますのでご了承ください。
●子宮頸部がん検診（集団検診）は30歳以上の人が対象です。20歳代の人は医療機関での受診のみとなります。
●医療機関および集団検診の重複受診はできません。



犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

狂
犬
病
予
防
法
で
は
、
犬
の
登

録
お
よ
び
予
防
接
種（
毎
年
）が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
も
左
表
の
と
お
り
巡
回

し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
次
の
点

に
留
意
の
う
え
、
必
ず
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、愛
犬
の
死
亡
や
、

飼
い
主
・
住
所
の
変
更
な
ど
、
登

録
事
項
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、

登
録
事
項
変
更
届
を
提
出
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
会
場
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
留
意
点
】

○
会
場
で
事
故
が
起
こ
ら
な
い
よ

う
、
犬
を
十
分
に
し
つ
け
ら
れ

る
人
が
連
れ
て
き
て
く
だ
さ
い

（
首
輪
、
引
き
綱
を
確
認
の
こ

と
）。

○
生
後
90
日
以
内
の
犬
や
、
妊
娠

中
ま
た
は
出
産
後
間
も
な
い
母

犬
は
接
種
で
き
ま
せ
ん
。

○
病
気
な
ど
気
に
な
る
症
状
が
あ

る
場
合
や
、
過
去
に
注
射
な
ど

を
受
け
た
あ
と
に
体
調
を
崩
し

た
こ
と
が
あ
る
犬
に
つ
い
て

は
、
必
ず
注
射
の
前
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い（
体
調
が
悪
い
と

き
に
注
射
を
受
け
る
と
、
悪
化

す
る
な
ど
生
命
に
か
か
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
）。

○
会
場
で
の
犬
の
ふ
ん
や
尿
の
後

始
末
は
飼
い
主
自
身
が
行
っ
て

く
だ
さ
い（
袋
と
ス
コ
ッ
プ
を

忘
れ
ず
に
！
）。

【
当
日
の
持
ち
物
】

〔
終
身
登
録
を
受
け
て
い
る
場
合
〕

○
登
録（
愛
犬
）カ
ー
ド

○
予
防
注
射
手
数
料

…
…
…
３,
２
０
０
円

〔
新
規
登
録
の
場
合
〕

○
登
録
手
数
料…

…
…
３,
０
０
０
円

○
予
防
注
射
手
数
料

…
…
…
３,
２
０
０
円

※
予
防
注
射
の
接
種
は
、
社
団
法

人
滋
賀
県
獣
医
師
会
獣
医
師

（
片
岡
久
人
先
生
・
安
井
圀
彦

先
生
）が
行
い
ま
す
。

※
予
防
注
射
は
動
物
病
院
で
も
接

種
で
き
ま
す
が
、
そ
の
場
合
、

手
数
料
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
環
境
保
全
担
当〔
東
庁

舎
〕　　
　
　
�
71
◦
２
３
２
6
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第

一

次

4月17日（月）

9：20 〜 10：00 石部保健センター
10：10 〜 10：30 松籟会館
10：40 〜 11：10 石部コミュニティセンター
11：20 〜 11：50 石部南公民館
13：00 〜 13：20 東寺公民館（東寺多目的集会施設）
13：30 〜 13：40 西寺公民館（西寺多目的集会施設）
13：50 〜 14：30 宝来坂集会所

4月18日（火）

9：10 〜 10：00 北山台自治会館
10：10 〜 10：50 菩提寺公民館
11：00 〜 11：30 みどりの村自治会館
11：40 〜 12：00 近江台自治会館
13：00 〜 13：40 イワタニランド自治会館
13：50 〜 14：20 三上台自治会館
14：30 〜 15：10 サイドタウン自治会館

4月19日（水）

9：10 〜 10：00 三雲公民館
10：10 〜 10：30 妙感寺多目的集会所
10：40 〜 10：55 三雲が丘自治会館
11：05 〜 11：20 朝国公民館
11：30 〜 11：45 岩根会館
13：00 〜 13：30 岩根公民館
13：40 〜 14：00 花園ふれあいセンター
14：10 〜 14：30 正福寺公民館

4月21日（金）

9：10 〜 9：50 下田公民館
10：00 〜 10：20 緑ヶ丘自治会館
10：30 〜 10：50 下田桐山自治会館
11：00 〜 11：25 中山区集会所
11：35 〜 11：55 大谷区集会所
13：00 〜 13：45 市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）本館
13：55 〜 14：15 団地南草の根ハウス

4月24日（月）

9：10 〜 9：40 吉永公民館
9：50 〜 10：10 夏見公民館

10：20 〜 10：40 針公民館
10：50 〜 11：05 赤松台自治会館
11：15 〜 11：35 平松公民館
13：00 〜 13：50 柑子袋公民館
14：00 〜 14：30 中央自治会館（西）

第

二

次

5月22日（月）

9：10 〜 9：30 妙感寺多目的集会所
9：40 〜 10：30 三雲公民館

10：40 〜 11：10 岩根公民館
11：20 〜 12：00 市民学習交流センター（サンヒルズ甲西）本館
13：10 〜 13：50 下田公民館
14：05 〜 14：35 市役所（東庁舎）

5月23日（火）

9：30 〜 10：15 北山台自治会館
10：25 〜 10：55 みどりの村自治会館
11：05 〜 11：45 イワタニランド自治会館
13：00 〜 13：40 菩提寺公民館
13：55 〜 14：35 柑子袋公民館

5月24日（水）

9：20 〜 10：00 石部保健センター
10：10 〜 10：30 松籟会館
10：40 〜 11：10 石部コミュニティセンター
11：20 〜 11：50 石部南公民館
13：00 〜 13：20 東寺公民館（東寺多目的集会施設）
13：30 〜 13：40 西寺公民館（西寺多目的集会施設）
13：50 〜 14：30 宝来坂集会所

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
忘
れ
ず
に
！

平成18年度 犬の登録・狂犬病予防注射　日程表

犬の散歩時には、
必ずふんの後始末を

　犬のふんの後始末は飼い主の責任で
す。ふんの放置は、周囲に不快感を与え、
衛生的にも問題です。ビニール袋など
を携帯し、必ず回収しましょう。



65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

　

市
で
は
こ
の
た
び
、
平
成
18
年

度
か
ら
の
₃
年
間
の「
湖
南
市
高

齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
し
、
介
護
保

険
料
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
度
か
ら
17
年
度
の
高

齢
者
数
や
要
介
護（
要
支
援
）認
定

者
数
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状

況
な
ど
か
ら
、
平
成
18
年
度
か
ら

平
成
20
年
度
ま
で
の
₃
年
間
の
介

護
保
険
料
を
次
の
と
お
り
決
定
し

ま
し
た
。

保
険
料
基
準
額

月
額　

₄
，₁
₈
６
円

（
平
成
17
年
度
３
，6
０
０
円
）

保険料
公　費

40 歳から 64歳までの
人の保険料
（第 2号被保険者）

市区町村の負担金

都道府県の負担金

65歳以上の
人の保険料
（第 1号被保険者）

40歳から 64歳までの
人の保険料
（第 2号被保険者）

市区町村の負担金

都道府県の負担金

国の負担金

65歳以上の
人の保険料
（第 1号被保険者）

うち 5％程度
は調整交付金

19％ 31％

12.5％

12.5％25％
利用者
負　担＋

介
護
保
険
の
源
泉

第
１
号
被
保
険
者︵
65
歳
以

上
の
人
︶の
介
護
保
険
料
が

変
動
す
る
主
な
要
因

₁
． 

介
護
保
険
財
源
に
お
け
る
第

₁
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
の

人
）の
負
担
割
合
の
増
加

　

負
担
割
合
は
、
平
成
15
年
度
か

ら
平
成
17
年
度
ま
で
は
18
%
で
し

た
が
、
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
20

年
度
ま
で
は
19
%
と
な
り
、
約

２
０
０
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

2
．
国
の
負
担
が
減
少

　

原
則
と
し
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
な
ど
の
20
%
の
負
担
金
と
５
%

の
調
整
交
付
金
が
国
の
負
担
で
す
。

湖
南
市
は
全
国
平
均
に
比
べ
、
高

齢
化
率
が
低
く
、
ま
た
高
齢
者
の

所
得
が
高
い
た
め
、
調
整
交
付
金

の
交
付
率
が
平
成
18
年
度
は
3
・

05
%
、
平
成
19
年
度
は
3
・
₀
%
、

平
成
20
年
度
は
2
・
95
%
と
徐
々

に
下
が
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

約
１
０
０
円
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

₃
． 

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
増
加
と

重
度
化

　

施
設
サ
ー
ビ
ス（
介
護
老
人
福
祉

施
設
）に
つ
い
て
は
、
入
所
者
が
増

加
傾
向
に
あ
り
、
そ
の
介
護
度
も

重
度
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
約

１
２
５
円
の
増
加
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
も
、
認
定
者
数
や
重
度
利
用
者

が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
平
成
18
年

度
か
ら
地
域
支
援
事
業
が
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
か
ら
、
約
93
円
の
増

加
と
な
り
ま
す
。

₄
． 

税
制
改
正
に
伴
う
激
変
緩
和

措
置

　

税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成
17
年

度
ま
で
市
町
村
民
税
が
非
課
税

だ
っ
た
人
が
平
成
18
年
度
か
ら
課

税
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
旧
2
段
階
の
人
が
4

段
階
に
な
っ
た
り
、
旧
3
段
階
の

人
が
5
段
階
に
な
っ
た
り
し
、
大

幅
な
負
担
増
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
れ
を
緩
和
す
る
た
め
、
段
階

的
に
負
担
を
増
や
し
、
３
年
目
の

平
成
20
年
度
に
本
来
の
保
険
料
を

納
め
て
も
ら
う
激
変
緩
和
措
置
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
約
78
円
の
増
加
と

な
り
ま
す
。

₅
． 

介
護
給
付
費
準
備
基
金
の
繰

り
入
れ

　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
３
０
０

万
円
を
取
り
崩
し
、
繰
り
入
れ
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
約
10
円
の
減
額

と
な
り
ま
す
。

〈
用
語
説
明
〉

１
．
審
査
支
払
手
数
料　

サ
ー
ビ

ス
事
業
所
か
ら
請
求
さ
れ
た
内

容
の
審
査
や
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

へ
の
支
払
い
を
委
託
し
て
い
る

国
保
連
合
会
へ
支
払
う
手
数
料

2
．
介
護
給
付
費
準
備
基
金　

保

険
給
付
費
に
要
す
る
費
用
の
財
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み
ん
な
で
支
え
合
う
介
護
保
険

介護保険料決定の流れ
高齢者数と要介護（要支援）認定者数
を見込みます

　高齢者数と認定者数がどのくらい見込まれるか
で必要なサービス量（給付費）が上下し、保険料の
設定に大きく影響します（表1）（表2）。

施設・居住系サービスの利用者数を
見込みます

　平成18年度から平成20年度までの甲賀圏域の介
護保険施設のベッド数をもとに、入所者の要介護
度の重度化を考えながら利用者数を見込みます

（表3）。

居宅サービスの利用者数を見込みます

　利用者の要介護度別人数を見込みます。要介護
（要支援）認定者数から施設サービス利用者数など
を差し引き、受給率を乗じて見込みます（表4）。

65
歳
以
上
の
人
の
介
護
保
険
料
が
決
ま
り
ま
し
た

（表 1）　高齢者数の見込み（65 歳以上の人）　　　　　　　　　　　　　　　（人）

平成 18 年１月末 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度
前期高齢者数（65〜74歳） 4,202 4,382 4,628 4,887 
後期高齢者数（75 歳以上） 2,933 3,068 3,249 3,393 

計 7,135 7,450 7,877 8,280 

（表 2）　要介護（要支援）認定者数（65 歳以上の人）の見込み　　　　　　（人）

平成 18 年１月末 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度
要支援１，２ 　要支援  176 355 382 400 
要介護１〜５ 803 743 802 838 

計 979 1,098 1,184 1,238 

1

2

3

介
護
保
険
の
財
源

施設・居住系サービスの利用者数を



【
お
知
ら
せ
】

　

今
月
中
旬
に
介
護
保
険
料
の

仮
徴
収（
仮
決
定
）の
通
知
書
を

送
り
ま
す
。
必
ず
通
知
書
を
お

読
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
介
護

保
険
法
の
改
正
に
伴
い
新
し
く

な
っ
た「
介
護
保
険
被
保
険
者

証
」
も
併
せ
て
送
付
し
ま
す
の

で
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

源
と
し
て
、
各
年
度
の
過
不
足

を
調
整
す
る
た
め
に
設
置
し
て

い
る
基
金
。
各
年
度
に
お
い
て

剰
余
金
が
生
じ
る
場
合
は
基
金

に
積
み
立
て
を
行
い
、
不
足
の

場
合
は
取
り
崩
し
て
給
付
費
用

に
充
て
る
。

₃
．
保
険
料
収
納
率　

市
が
第
１

号
被
保
険
者
に
対
し
て
賦
課
す

る
保
険
料
総
額
に
対
し
て
、
実

際
に
収
納
さ
れ
る
保
険
料
の

見
込
額
の
割
合（
今
期
は
98
・

5
％
）。
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介護サービスに必要な給付費
を見込みます

　施設・居住系サービスの年間給付費に
ついては次のように算出します。まず予
測した利用者数に一月の給付費（一人当
たり）を乗じて、さらに12カ月を乗じて
算出します（表5）。
　居宅サービスの年間給付費については
次のように算出します。まず利用者数（認
定者×介護度ごとのサービス利用率）を
見込み、それに一月の利用回数（一人当
たり）を乗じます。それに12カ月を乗じ
て年間必要サービス量をはじき出したあ
と、さらに1回当たりの給付費を乗じて
算出します（表6）。
　施設・居住系サービス費と居宅サービ
ス費と特定入所者介護サービス費と高額
介護サービス費と審査支払手数料の合計
を標準給付費といいます（表7）。

地域支援事業費を見込みます

　支援や介護が必要とならないように市
が行う介護予防事業の費用です（表8）。

保険料を試算します

　市では低所得対策の一つとして保険料
の段階を7段階に設定し、また、保険料
の激変緩和措置を実施します。これらを
含めて保険料を算出します。計算式は12
ページのとおりです。

（表 3）　施設・居住系サービスの利用者数の見込み　　　（人）

平成 17 年度
　11 月実績 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

介護老人福祉施設
（特別養護老人ホーム） 95 100 120 145 

介護老人保健施設
（老人保健施設） 66 72 72 72 

介護療養型医療施設
（療養病床等） 54 60 60 60 

認知症対応型共同生活
介護 ( グループホーム） 22 27 31 31 

特定施設入所者生活介
護（有料老人ホーム等） 1 1 1 1 

計 238 260 284 309 

（表 4）　居宅サービスの利用者数の見込み　　　　　　    （人）

平成 17 年度
　11 月実績

平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度

要支援１ 要支援 116 99 107 112 
要支援２ 156 172 185 
要介護１ 222 82 86 92 
要介護２ 95 123 136 142 
要介護３ 72 75 85 91 
要介護４ 57 60 62 58 
要介護５ 34 51 53 55 

計 596 646 701 735 

介護保険料　　　　　　　　　　　　　　　　　　        　（単位：円）

対象者 平成 18 年度
　月額

平成 19 年度
　月額

平成 20 年度
　月額

第１段階
生活保護の受給者、老齢
福祉年金の受給者で、本
人および世帯員全員が住
民税非課税の人

1,800 1,800 1,800 

第２段階
本人および世帯員全員が
住民税非課税で、合計所
得金額と課税年金収入の
合計額が 80 万円以下の人

1,800 1,800 1,800 

第３段階
本人および世帯員全員が
住民税非課税で、第２段
階以外の人

2,930 2,930 2,930 

第４段階
（基準額）

本人は住
民税非課
税者で、世
帯に市民
税課税者
がいる人

税制改正により第１段階
からの対象者 2,721 3,475 

4,186

税制改正により第２段階
からの対象者 2,721 3,475 

税制改正により第３段階
からの対象者 3,391 3,852 

税制改正による激変緩和
措置対象外の人 4,186 4,186 

第５段階

本 人 が 住
民 税 課 税
者 で、 合
計 所 得 金
額が200万
円 未 満 の
人

税制改正により第１段階
からの対象者 3,014 4,186 

5,233 

税制改正により第２段階
からの対象者 3,014 4,186 

税制改正により第３段階
からの対象者 3,768 4,563 

税制改正により第４段階
からの対象者 4,521 4,856 

税制改正による激変緩和
措置対象外の人 5,233 5,233 

第６段階
本人が住民税課税者で、
合計所得金額が 200 万円
以上の人

6,279 6,279 6,279 

第７段階
本人が住民税課税者で、
合計所得金額が 450 万円
以上の人

7,744 7,744 7,744 

4

5

6

地域支援事業費を見込みます
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保険料を滞納すると…　
　介護保険は介護が必要になった
ときの支え合いのしくみです。保
険料を滞納していると滞納期間に
応じて次のような措置がとられま
すので、必ず保険料を納めてくだ
さい。

高
齢
福
祉
介
護
課
介
護
保
険
担
当

︹
東
庁
舎
︺　　
　

�
71
◦
₂
₃
₅
₆

�
72
◦
₃
7
8
8

問
い
合
わ
せ
先

（表5）　施設・居住系サービスの総給付費　　　　　　         　（円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 ３年間合計
介護老人福祉施設

（特別養護老人ホーム） 274,795,318 338,069,338 412,882,933 1,025,747,589 

介護老人保健施設
（老 人 保 健 施 設） 225,518,430 228,066,292 229,989,081 683,573,803 

介護療養型医療施設
（療 養 病 床 な ど） 254,654,955 275,742,102 291,557,462 821,954,519 

認知症対応型共同生活
介護(グループホーム） 74,408,031 84,595,485 84,762,376 243,765,892 

特定施設入居者生活介護
（有 料 老 人 ホ ー ム な ど） 2,052,939 2,112,525 2,157,215 6,322,679 

計 831,429,673 928,585,742 1,021,349,067 2,781,364,482 

（表6）　居宅サービスの総給付費　　　　　　　　　　             （円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 ３年間合計
介護予防サービス

（要 支 援１，２） 183,708,623 213,081,139 239,137,518 635,927,280 

居 宅 サ ー ビ ス
（要 介 護１ 〜 ５） 528,755,886 613,534,747 670,585,720 1,812,876,353 

地 域 密 着 型
サ ー ビ ス 66,952,521 76,552,693 95,601,761 239,106,975 

計 779,417,030 903,168,579 1,005,324,999 2,687,910,608 

（表7）　標準給付費の見込み　　　　　　　　　　　　   　         （円） 

平成18年度 平成19年度 平成20年度 ３年間合計
総給付費（施設・居住
系サービス＋居宅） 1,610,846,703 1,831,754,321 2,026,674,066 5,469,275,090 

特 定 入 所 者 介 護
サービス費 55,035,000 55,316,238 64,537,283 174,888,521 

高 額 介 護
サ ー ビ ス 費 12,251,480 13,905,974 13,927,414 40,084,868 

審 査 支 払 手 数 料 2,343,840 2,681,280 2,912,700 7,937,820 

計 1,680,477,023 1,903,657,813 2,108,051,463 5,692,186,299 

（表8）　地域支援事業費の見込み　　　　　　　        　    （円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 ３年間合計
地 域 支 援 事 業 費 26,881,000 36,682,000 37,905,000 101,468,000 

（表₉）　調整交付金相当額（各年度の標準給付費×5%）             （円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 ３年間合計
交 付 金 額 84,023,851 95,182,891 105,402,573 284,609,315 

（表10）　調整交付金交付見込額　　　　　　　　　                  （円）

平成18年度 平成19年度 平成20年度 ３年間合計
交 付 率 見 込 み 3.05% 3% 2.95%

交 付 金 額 51,254,000 57,109,000 62,187,000 170,550,000 

介護保険料の計算方法
｛（〔標準給付費（表7）＋地域支援事業費（表8）〕×第1号被保険者の負担割
合）＋調整交付金5％相当分（表9）−調整交付金交付見込額（表10）−介護
給付費準備基金繰入額｝÷保険料予定収納率＝３年間保険料必要額
3年間保険料必要額÷被保険者見込数÷12カ月＝介護保険料（月額）

支払方法の変更
1年以上→費用の全額をいったん
自己負担していただきます。この
場合は後日、市の窓口に申請して、
費用の9割の払い戻しを受けてい
ただくことになります。

保険給付の一時差し止め
1年6カ月以上→費用の全額を負
担していただきます。上記の措置
により、後日払い戻されることに
なっている費用の一部または全部
を、一時的に差し止めます。また、
払い戻される費用を滞納している
保険料に充当します。

給付額減額等の措置
2年以上→その滞納している期間
に応じて、一定期間、保険給付の
割合が9割から7割に引き下げられ
るほか、高額介護サービス費など
の支給が受けられなくなります。



　

国
民
年
金
保
険
料
が
見
直
さ

れ
、
平
成
18
年
4
月
分
か
ら
平
成

19
年
3
月
分
ま
で
の
保
険
料
は
、

月
額
1
3,
8
6
0
円
に
な
り
ま

す
。

　

毎
月
の
保
険
料
の
納
付
を
口
座

振
替
の
早
割
制
度（
当
月
末
振
替
）

に
す
る
と
、
保
険
料
が
月
々
50
円

の
割
引
と
な
り
、
お
得
で
す
。
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
18
年
4
月
分
か
ら

平
成
19
年
3
月
分
ま
で
の
保
険
料

を
納
付
書
に
よ
る
現
金
払
い
で
ま

と
め
て
納
付（
1
年
前
納
）す
る

と
、
保
険
料
が
2,
9
5
0
円
の

割
引
と
な
り
、
大
変
お
得
で
す
。

納
付
期
限
は
平
成
18
年
5
月
1
日

（
月
）で
す
。
お
手
元
に
納
付
書
が

な
い
場
合
は
草
津
社
会
保
険
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

学
生
の
皆
さ
ん
へ
！
学
生
納
付
特

例
制
度
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
学
生
で
、
学
生
本
人
の
前
年

所
得
が
一
定
基
準
以
下
の
場
合
、

申
請
し
て
承
認
さ
れ
れ
ば
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
承
認

期
間
は
原
則
4
月
か
ら
翌
年
3
月

ま
で
で
す
。

　

手
続
き
の
際
に
は
次
の
も
の
を

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

①
年
金
手
帳

②
印
鑑

③
新
学
年
の
在
学
証
明
書
ま
た
は

学
生
証（
コ
ピ
ー
の
場
合
は
裏

表
を
コ
ピ
ー
し
た
も
の
）

社
会
保
険
事
務
所
で
は
年
金
相
談

の
時
間
を
延
長
し
て
い
ま
す

■
平
日
時
間
延
長
日（
午
後
7
時

ま
で
）

　

4
月
3
日（
月
）・
10
日（
月
）・

17
日（
月
）・
24
日（
月
）

■
休
日
開
庁
実
施
日（
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
4
時
）　

　

4
月
8
日（
土
）

問
い
合
わ
せ
先

○
国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る
こ

と
は

　

草
津
社
会
保
険
事
務
所
国
民
年

金
業
務
課

�
0
7
7
◦
5
6
7
◦
2
2
2
0

○
年
金
給
付
、
年
金
相
談
に
関
す

る
こ
と
は

　

草
津
社
会
保
険
事
務
所
年
金
給

付
課

�
0
7
7
◦
5
6
7
◦
1
3
11


○
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

［
年
金
請
求
な
ど
の
電
話
相
談
］

　

�
0
5
7
0
◦
05
◦
11

6
5

［
年
金
受
給
者
の
電
話
相
談
］

　

�
0
5
7
0
◦
07
◦
11
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障
害
者
自
立
支
援
法
が
4
月
1

日
か
ら
施
行
さ
れ
、
知
的
障
害
者

入
所
施
設
に
入
所
し
て
い
る
人
の

公
費
負
担
医
療
が
廃
止
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
湖
南
市
に
住
所

を
置
き
、
市
内
の
施
設
に
入
所
し

て
い
る
人
の
う
ち
資
格
認
定
要
件

に
該
当
す
る
人
は
、
重
度
心
身
障

害
者
ま
た
は
同
老
人（
65
歳
以
上

の
人
）の
福
祉
医
療
費
助
成
の
対

象
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
要
な
書

類
を
そ
ろ
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
申
請
書
の
提
出
に
つ
い
て

は
、
各
施
設
で
取
り
ま
と
め
て
い

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
入
所
施
設
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
資
格
認
定
要
件　

　

療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
18
歳
以

上
の
人

■
所
得
制
限　

本
人
、
配
偶
者
お

よ
び
扶
養
義
務
者
の
所
得
額
が

限
度
額
を
超
え
て
い
る
場
合
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
必
要
な
書
類

・
療
育
手
帳
の
写
し

・
障
害
年
金
証
書
の
写
し（
65
歳

以
上
の
人
）

・
健
康
保
険
証
の
写
し

・
扶
養
義
務
者
な
ど
の
平
成
17
年

度
市
町
村
民
税
の
課
税
証
明
書

〔
平
成
16
年
分
所
得
〕（
平
成
17

年
1
月
1
日
現
在
、
湖
南
市
に

住
所
が
な
か
っ
た
人
は
そ
の
と

き
の
住
所
地
で
課
税
証
明
書
を

お
取
り
く
だ
さ
い
）

■
有
効
期
限　

　

7
月
31
日（
月
）ま
で

※
8
月
1
日
か
ら
は
、
平
成
17
年

分
所
得
な
ど
に
よ
り
改
め
て
審

査
し
、
交
付
・
更
新
を
行
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
市
民
課
国
保
年
金
担
当〔
東
庁

舎
〕　　
　
　
�
71
◦
2
3
2
4

○
市
民
生
活
課
国
保
年
金
老
人
医

療
担
当〔
西
庁
舎
〕

　

�
77
◦
7
0
1
5

湖南市地域包括支援センター
運営協議会 委員募集
　4月から介護保険制度の大幅な改正が行わ
れます。これに伴い、市では高齢者の総合相
談窓口や介護予防の中核機能を担う地域包括
支援センターを高齢福祉介護課内に設置しま
す。また、このセンターを適正かつ円滑に運
営していくために地域包括支援センター運営
協議会も併せて設置します。
　そこで、この運営協議会に介護保険第1号
被保険者（65歳以上の人）の意見を反映させる
ため、次のとおり委員を募集します。
■応募資格　運営協議会（平日の昼間に開催。

年に2回程度）に出席していただける人
■募集人員
　市内在住の65歳以上の人…2人
※応募者多数の場合は抽選となります。
■任期　平成18年4月（委嘱の日）〜平成21年3

月31日
■応募方法　住所、氏名、年齢、電話番号と
「委員の応募」と明記して、はがき、FAX
または E メールで4月20日（木）までに応募
してください。

■応募・問い合わせ先
　高齢福祉介護課〔東庁舎〕（〒520−3288 住

所記載不要）　�71◦2356　�72◦3788
　E メール：kaigo@city.konan.shiga.jp

重
度
心
身
障
害
者
・
同
老
人
の

　

福
祉
医
療
に
該
当
し
ま
せ
ん
か
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昨
年
は
広
島
県
と
栃
木
県
で
、

下
校
中
の
小
学
校
１
年
生
の
児

童
が
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
連
続
し

て
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
県

に
お
い
て
も
今
年
２
月
に
幼
稚
園

児
が
殺
害
さ
れ
る
事
件
が
起
き
た

こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。

　

社
会
の
中
で
最
も
弱
い
立
場
に

あ
る
子
ど
も
た
ち
は
、
犯
罪
者
に

狙
わ
れ
や
す
い
存
在
で
す
。
市
内

に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
、
平

成
17
年
度
も
今
年
２
月
末
ま
で
の

時
点
で
13
件
の
不
審
者
事
案
が
発

生
し
、
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
市
で
は
、

児
童
・
生
徒
の
下
校
時
間
帯
を

中
心
に
２
台
の
パ
ト
ロ
ー
ル
車
で

巡
回
を
行
う
一
方
、
地
域
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
協

力
を
得
な
が
ら
地
域
防
犯
意
識
の

向
上
の
た
め
の
啓
発
活
動
も
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

が
無
理
な
く
参
加
で
き
る
取
り
組

み
と
し
て
門
口
お
帰
り
運
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

「
門
口
お
帰
り
運
動
」
と
は
？

　　

地
域
の
皆
さ
ん
に
自
宅
の
門
口

に
立
っ
て
い
た
だ
き
、
下
校
中
の

児
童
・
生
徒
に
対
し「
お
帰
り
な

さ
い
」「
車
に
は
気
を
つ
け
て
」

な
ど
と
声
か
け
を
行
っ
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
。

○
気
楽
に
！

　

気
負
わ
ず
、
肩
肘
を
張
ら
ず
、

日
常
の
あ
い
さ
つ
と
同
じ
よ
う
な

感
覚
で
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
一
部

と
し
て
気
楽
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

○
気
長
に
！

　

短
期
間
で
は
効
果
は
期
待
で
き

ま
せ
ん
。
気
長
に
続
け
れ
ば
、
や

が
て
防
犯
の
輪
が
広
が
り
、
気
づ

か
な
い
う
ち
に
犯
罪
の
起
こ
り
に

く
い
環
境
が
作
り
出
さ
れ
ま
す
。

○
危
険
な
く
！

　

せ
っ
か
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

行
っ
て
い
て
も
、
事
故
に
遭
っ
た

り
、け
が
を
し
た
り
す
る
の
で
は
、

元
も
子
も
あ
り
ま
せ
ん
。
危
険
な

こ
と
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
不
審
者
を
見
つ
け
た
場
合
は

す
ぐ
に
警
察
に
通
報
す
る
よ
う
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
合
併
以
前
の
旧
石
部

町
の
と
き
か
ら
、
毎
日
、
正
午
と

午
後
5
時
に
西
庁
舎
に
設
置
し
て

い
る
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
時
報
サ
イ

レ
ン
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
市
民
の
生
活
ス
タ
イ
ル

や
就
業
時
間
帯
が
多
様
化
し
て
お

り
、「
サ
イ
レ
ン
の
ボ
リ
ュ
ー
ム

を
下
げ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
声
が

寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
市
で
は

今
年
1
月
に
旧
石
部
町
域
の
住
民

を
対
象
に
、
時
報
サ
イ
レ
ン
の
吹

鳴
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
子

ど
も
た
ち
の
帰
宅
を
促
す
の
に
有

用
」「
規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

の
に
便
利
」
と
継
続
を
求
め
る
意

見
が
多
数
を
占
め
ま
し
た（
約
80

パ
ー
セ
ン
ト
）。

  

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か

ら
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し
た

結
果
、
引
き
続
き
従
来
の
か
た
ち

で
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
決
定
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
苦
痛
を
感
じ

て
い
る
か
た
へ
の
配
慮
と
し
て
、

吹
鳴
時
間
を
5
秒
短
縮
、
現
在
10

秒
間
で
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
民
生
活
課
管
理
担
当〔
西
庁

　

舎
〕　　
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■
募
集
す
る
住
宅

　

茶
釜
団
地　

2
戸（
３
Ｄ
Ｋ
）

［
岩
根
3
6
3
番
地
］

■
家
賃（
月
額
）

　

部
屋
お
よ
び
収
入
に
よ
っ
て
変

わ
り
ま
す

■
敷
金　

家
賃
の
3
倍

※
応
募
申
し
込
み
は
１
世
帯
１
戸

に
限
り
ま
す
。

■
申
込
資
格

①
現
在
同
居
し
て
い
る
か
、
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ

と

②
入
居
予
定
者
全
員
の
収
入
月
額

の
合
計
が
20
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と（
所
定
控
除
後
の
金
額
）

③
市
内
に
3
カ
月
以
上
在
住
、
ま

た
は
6
カ
月
以
上（
同
一
職
場

に
3
カ
月
以
上
）在
勤
し
て
い

る
こ
と

④
現
在
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
な
人
で
あ
る
こ
と

⑤
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

人
で
あ
る
こ
と

※
今
回
の
募
集
住
宅
は
、
単
身
入

居
は
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
書
配
布
・
受
付
期
間

　

4
月
5
日（
水
）～
17
日（
月
）の

午
前
9
時
～
午
後
5
時（
土
・

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）に
建

設
課
で
配
布
、受
け
付
け
ま
す
。

■
入
居
決
定
方
法　

書
類
審
査

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
公
開
抽

選
と
し
ま
す
。

■
公
開
抽
選
予
定
時
期

　

５
月
上
旬

■
入
居
予
定
日　

6
月
1
日（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

建
設
課
管
理
担
当〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
3
3

市
民
ぐ
る
み
で

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
！

吹
鳴
時
間
を
短
縮
し
ま
す

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

西
庁
舎
の
時
報
サ
イ
レ
ン



生
ご
み
減
量
化
推
進
補
助
金
の

申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

生
ご
み
減
量
化
推
進
補
助
金
の

申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

生
ご
み
減
量
化
推
進
補
助
金
の

申
請
方
法
が
変
わ
り
ま
し
た

　

市
で
は
、
生
ご
み
を
堆
肥
と
し

て
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

ご
み
を
減
量
し
、
資
源
化
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
各
家
庭
で

購
入
・
設
置
す
る
生
ご
み
処
理
機

（
処
理
容
器
）の
経
費
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
１
日
か
ら
、
補
助
金
の
交

付
手
順
を
次
の
よ
う
に
購
入
後
の

申
請
か
ら
購
入
前
の
申
請
に
変
更

し
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機（
処
理
容
器
）の

購
入
を
計
画
し
、
補
助
金
の
交

付
を
受
け
た
い
と
思
っ
た
ら
…

①
購
入
店
舗
か
ら
、
購
入
す
る
生

ご
み
処
理
機（
処
理
容
器
）の
見

積
書
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
見
積
書
に
は
、
必
ず
購
入
者
の

氏
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
。

②
見
積
書
と
印
鑑
を
持
っ
て
市
役

所
へ
補
助
金
の
交
付
申
請
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

③
市
役
所
か
ら
補
助
金
交
付
決
定

通
知
書
が
届
い
た
ら
、
見
積
書

を
も
ら
っ
た
店
舗
で
生
ご
み
処

理
機（
処
理
容
器
）を
購
入
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
の
際
、
領
収
書

を
忘
れ
ず
に
も
ら
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
領
収
書
に
は
、
必
ず
購
入
者
の

氏
名
が
記
入
さ
れ
て
い
る
こ

と
。
金
額
は
見
積
書
の
金
額
と

同
額
で
あ
る
こ
と
。

④
購
入
後
、
生
ご
み
処
理
機（
処

理
容
器
）を
自
宅
に
設
置
し
、

設
置
後
の
写
真
を
撮
っ
て
く
だ

さ
い
。

⑤
購
入
か
ら
１
カ
月
以
内
に
、
領

収
書
と
写
真
、
印
鑑
を
持
っ
て

市
役
所
で
補
助
金
の
実
績
報
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
購
入
金
額
が
見
積
額
と
異
な
る

場
合
、
補
助
金
の
変
更
申
請
が

必
要
と
な
り
、
見
積
書
を
も
ら

い
直
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

※
補
助
金
は
、
購
入
者
本
人
名
義

の
口
座
へ
の
振
り
込
み
と
し
ま

す（
郵
便
局
不
可
）。
口
座
番
号

の
確
認
で
き
る
も
の
を
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

■
対
象

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
過
去
に

生
ご
み
処
理
機（
処
理
容
器
）の

補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
人
が

い
な
い
世
帯
の
人

■
申
請
受
付
場
所

・
環
境
課〔
東
庁
舎
２
階
〕

・
市
民
生
活
課〔
西
庁
舎
１
階
〕

■
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
推
進

担
当〔
東
庁
舎
〕�71

◦
２
３
５
８

※
平
成
18
年
３
月
１
日
〜
31
日
に

購
入
し
た
生
ご
み
処
理
機（
処

理
容
器
）の
補
助
金
交
付
申
請

の
最
終
期
限
は
４
月
10
日（
月
）

で
す
。
期
日
内
に
申
請
を
し
な

い
と
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
せ

ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
や
資

源
の
再
生
利
用
の
推
進
、
市
民
の

ご
み
問
題
に
対
す
る
意
識
の
高
揚

を
目
的
と
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
推

進
活
動
奨
励
金
交
付
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
地
域
住
民
で
構
成
す

る
団
体（
婦
人
会
・
子
ど
も
会
・

老
人
会
・
P
T
A
な
ど
）や
、
区
・

自
治
会
な
ど
が
行
う
集
団
古
紙
回

収
の
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
対
し
、

奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

■
奨
励
金
を
受
け
る
に
は
…

　

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
活
動
団
体
へ

の
登
録
が
必
要
で
す
。

・
登
録
の
翌
日
か
ら
、
奨
励
金
の

交
付
対
象
団
体
と
な
り
ま
す
。

実
施
日
ま
で
に
環
境
課〔
東
庁

舎
2
階
〕
ま
た
は
市
民
生
活
課

〔
西
庁
舎
1
階
〕
へ
登
録
申
請

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
は
、
団
体
の
代
表
者
が

行
っ
て
く
だ
さ
い（
代
表
者
の

印
鑑
が
必
要
で
す
）。

・
登
録
は
1
年
ご
と
に
行
っ
て
く

だ
さ
い（
昨
年
度
に
登
録
し
た

団
体
も
、
新
た
に
登
録
し
て
く

だ
さ
い
）。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

環
境
課
ク
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
推
進

担
当〔
東
庁
舎
〕�71

◦
2
3
5
8
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リ
サ
イ
ク
ル
推
進
活
動
団
体
に

登
録
し
ま
せ
ん
か

購
入
前
に
申
請
を

家族みんなで

エコライフ

■問い合わせ先　
　リサイクルプラザ　�75◦3933

【空きびん（飲み物や食べ物用）】
☆中を軽くすすぎ、色別に分けて、指定の場所に

出してください
　色分けは、①無色透明②茶色③黒色④その他の
　色（青・緑・白など）の4種類です。
☆びんのキャップは必ず外してください
・金属製のキャップは「燃えないごみ」へ。
・プラスチック製のキャップは「プラスチック類」へ。

ごみ分別についてのお願い

【廃食油 ( 天ぷらやフライに使用した古い油）】

　回収場所に設置して
いるポリ容器に入れて
ください。

生ごみ処理機で減量化

生ごみ処理機で減量化



今年度から納付回数と納付月が
変わります  

◇納付回数が変わります
　１回あたりの納付負担額を減らし納めやすくするた
め､ 年10回だった納付回数を今年度から年11回に変更
します。

◇納付月が変わります
　第３期の納付月は７月から６月に、また、新たに設け
た第11期の納付月は翌年３月になります（下表のとお
り）。

※7月は納付月ではありません。
※第1期〜第3期は暫定額での納付となります。
■問い合わせ先
○市民課国保年金担当〔東庁舎〕　�71◦2324
○税務課市民税担当〔東庁舎〕　　�71◦2319

新
し
い
保
険
証
は
届
い
て
い

ま
す
か

　

平
成
18
年
度
の
新
し
い
保
険
証

（
一
般
は
桃
色
、
退
職
は
水
色
）は

お
手
元
に
届
い
て
い
ま
す
か
。　

　

平
成
17
年
度
に
使
用
し
て
い
た

保
険
証
は
、
３
月
31
日
で
有
効
期

限
が
切
れ
て
い
ま
す
。
４
月
１
日

以
降
に
受
診
す
る
際
は
必
ず
新
し

い
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口
に

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
を
活

用
し
ま
し
ょ
う

　

保
険
証
に
臓
器
提
供
意
思
表
示

欄
を
設
け
て
い
ま
す
。
臓
器
提
供

に
関
す
る
自
分
の
気
持
ち
を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
・
脱
退
の
手
続
き
は
お

早
め
に

　

４
月
は
就
職
や
退
職
な
ど
で
加

入
・
脱
退
な
ど
の
異
動
が
多
い
時

期
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
い

ろ
い
ろ
な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
や

す
く
な
り
ま
す
。
手
続
き
が
必
要

な
人
は
早
め
に
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

◇
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と    

　

保
険
証
が
な
い
た
め
に
医
療
費  

が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
加
入
の
資
格
が
発
生
し
た

時
点
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
保

税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
例
え
ば
、
平
成
18
年
１
月
15

日
に
会
社
を
退
職
し
て
、
そ
の
ま

ま
ど
こ
に
も
就
職
し
な
い
で
い
た

人
が
、
４
月
１
日
か
ら
国
保
に
加

入
し
た
い
と
届
け
て
も
、
１
月
16

日
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
加
入
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

◇
脱
退
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と

　

国
保
の
資
格
が
な
く
な
っ
て
い

る
の
に
受
診
し
た
場
合
、
国
保
が

負
担
し
た
分
の
医
療
費
は
返
還
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

国
保
と
新
し
く
加
入
し
た
社
会
保

険
の
両
方
に
保
険
税（
料
）を
納
め

て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　
学
・
遠
保
険
証
の
交
付

◇
学
学
生
用
保
険
証　

　

大
学
や
専
門
学
校
な
ど
に
行
く

た
め
に
家
族
と
離
れ
て
下
宿
な
ど

で
生
活
し
て
い
る
場
合
は
、
学
生

用
の
保
険
証
が
別
に
交
付
さ
れ
ま

す
。
手
続
き
に
は
保
険
証
、印
鑑
、

在
学
を
証
明
す
る
も
の
、
現
住
所

地
の
分
か
る
も
の（
公
共
料
金
な

ど
の
領
収
書
な
ど
）が
必
要
で
す
。

◇
遠
遠
隔
地
者
用
保
険
証

　

仕
事
な
ど
で
一
時
的
に
他
市
区

町
村
で
生
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
は
、
遠
隔
地
者
用
の
保
険
証

が
別
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
手
続
き

に
は
保
険
証
、
印
鑑
、
現
住
所
地

の
分
か
る
も
の（
公
共
料
金
な
ど

の
領
収
書
な
ど
）が
必
要
で
す
。

国
保
税
の
未
納
が
続
く
と

◇
短
期
保
険
証
の
交
付

　

納
付
相
談
も
せ
ず
未
納
が
続
く

人
に
は
、
翌
年
度
は
通
常
の
保
険

証
の
代
わ
り
に
有
効
期
限
が
短
縮

さ
れ
た
短
期
保
険
証
が
交
付
さ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
場
合
、

短
期
保
険
証
の
有
効
期
限
内
に
未

納
分
の
国
保
税
を
支
払
っ
た
り
納

付
相
談
を
し
た
り
す
る
と
、
通
常

の
保
険
証
が
交
付
さ
れ
た
り
短
期

保
険
証
が
更
新
さ
れ
た
り
し
ま

す
。
逆
に
、
ま
っ
た
く
納
付
も
せ   

ず
、
納
付
相
談
も
し
な
い
ま
ま
有

効
期
限
が
切
れ
る
と
、
医
療
費
は

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
と
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

◇
資
格
証
明
書
の
交
付

　

短
期
保
険
証
を
交
付
さ
れ
て
い

る
人
で
１
年
以
上
納
付
が
な
く
、

納
付
相
談
も
し
な
い
場
合
に
は
資

格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ

の
証
明
書
は
単
に
国
保
の
資
格
が

あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
だ
け
の
も

の
で
あ
り
、
医
療
費
は
い
っ
た
ん

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

◇
納
付
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い

　

納
付
相
談
を
し
な
い
ま
ま
未
納

が
続
く
人
に
は
、
本
税
の
ほ
か
に

延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

滞
納
額
が
膨
れ
上
が
っ
て
、
ま

す
ま
す
納
付
が
困
難
と
な
る
ケ
ー

ス
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
に
な
る
前
に
、
早
め
に
市

民
課
ま
た
は
市
民
生
活
課
へ
納
付

相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
市
民
課
国
保
年
金
担
当〔
東
庁

　

舎
〕    　
　

�
71
◦
２
３
２
４

○
市
民
生
活
課
国
保
担
当〔
西
庁

　

舎
〕   　
　
　 

�
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◦
７
０
１
５

162006.4  Konan

国
民
健
康
保
険（
国
保
）か
ら
の

お
知
ら
せ

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月
第 1 期 第 2 期 第 3 期 − 第 4 期 第 5 期
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月

第 6 期 第 7 期 第 8 期 第 9 期 第 10 期 第 11 期



　

市
で
は
、
経
済
や
生
活
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
、
わ
た
し
た
ち
の

暮
ら
し
を
よ
り
よ
く
す
る
方
向
性

を
見
極
め
る
た
め
に
、
国
や
県
の

依
頼
を
受
け
、
国
勢
調
査
や
事
業

所
・
企
業
統
計
調
査
、
工
業
統
計

調
査
な
ど
の
各
種
統
計
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
各
種
統
計
調
査
に
従

事
し
て
い
た
だ
く
人（
登
録
統
計
調

査
員
）を
募
集
し
ま
す
。

◎
統
計
調
査
員
と
は
…

　

国
な
ど
が
行
う
各
種
統
計
調
査

に
お
い
て
、
調
査
票
の
配
布
・
回

収
・
点
検
な
ど
の
仕
事
を
行
う
人

を「
統
計
調
査
員
」
と
い
い
ま
す
。

　

調
査
現
場
の
最
前
線
に
あ
っ
て
、

世
帯
や
事
業
所
な
ど
の
調
査
対
象

と
直
接
や
り
と
り
を
行
う
最
も
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
は
、
調
査
実
施
の

つ
ど
期
間（
通
常
1
、
2
カ
月
間
）

を
定
め
て
任
命
さ
れ
る
公
務
員
で

あ
り
、
国
勢
調
査
に
従
事
す
る
調

査
員
は
一
般
職
の
非
常
勤
国
家
公

務
員
、
そ
の
他
の
統
計
調
査
に
従

事
す
る
調
査
員
は
特
別
職
の
非
常

勤
地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
に
は
、
調
査
員
業

務
に
従
事
し
た
対
価
と
し
て「
報

酬
」
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、

調
査
活
動
中
に
災
害
に
遭
っ
た
場

合
は
、
一
般
の
公
務
員
と
同
様
に

公
務
災
害
補
償
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

統
計
調
査
員
は
、
調
査
対
象
と

な
る
世
帯
や
事
業
所
の
大
切
な
情

報
を
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
仕
事

に
あ
た
っ
て
は
強
い
責
任
感
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
「
統
計
法
」
で
は
、
調
査
対
象
か

ら
申
告
さ
れ
た
内
容
や
、
そ
の
ほ

か
調
査
活
動
を
通
じ
て
知
り
得
た

秘
密
は
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
お
り（
第

14
条
）、
秘
密
を
漏
ら
し
た
場
合
に

は
処
罰
さ
れ
ま
す（
第
19
条
の
2
）。

統
計
調
査
員
を
辞
め
た
あ
と
で
も

こ
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

◎
登
録
期
間
は
…

　

平
成
18
年
4
月
1
日
〜
19
年
3

　

月
31
日（
1
年
間
）

◎
登
録
要
件
は
…

1.
市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人

2.�

税
務
・
警
察
・
選
挙
な
ど
に

　
直
接
関
係
の
な
い
人

3.�

調
査
時
に
知
り
得
た
秘
密
の

　
保
護
に
信
頼
の
お
け
る
人

◎
平
成
18
年
度
の
主
な
調
査
は
…

・
事
業
所
・
企
業
統
計
調
査

・
工
業
統
計
調
査

・
労
働
力
調
査　

な
ど

◎
仕
事
の
内
容
は
…

調
査
の
承
諾

　

調
査
実
施
の
1
〜
3
カ
月
前
に
、

統
計
担
当
者（
市
役
所
職
員
）よ
り

電
話
な
ど
で
仕
事
を
お
願
い
し
ま

す
。
承
諾
後
、
市
か
ら
県
へ
報
告

し
て
任
命
さ
れ
ま
す
。

⇩

調
査
員
説
明
会
へ
の
出
席

　

調
査
内
容
お
よ
び
調
査
員
業
務

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
す
。

⇩

受
け
持
ち
調
査
区
の
確
認

　

地
図
な
ど
を
も
と
に
指
定
さ
れ

た
区
域
を
巡
回
し
、
受
け
持
ち
範

囲
を
確
認
し
ま
す
。

⇩

調
査
票
の
配
布
と
記
入
依
頼

　

調
査
対
象
者
に
調
査
票
を
配
布

し
、
記
入
を
依
頼
し
ま
す
。

⇩

調
査
票
の
回
収
・
点
検
・
整
理

　

記
入
さ
れ
た
調
査
票
を
回
収
し
、

記
入
漏
れ
な
ど
な
い
か
を
確
認
し

ま
す
。

⇩

調
査
票
な
ど
の
書
類
を
提
出

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
調
整
課
企
画
・
統
計
担
当

〔
東
庁
舎
〕

�
71
◦
2
3
1
6

　

E
メ
ー
ル
：kikaku@

city.konan.
shiga.jp

　

毎
年
、
各
種
機
関
で
は
、
統
計

事
務
に
携
わ
っ
た
か
た
が
た
の
中

か
ら
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
な

個
人
ま
た
は
団
体
に
対
し
、
表
彰

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
17
年
度
は
、
湖
南
市
か
ら

6
人
1
事
業
所
が
選
ば
れ
、
表
彰

の
栄
に
浴
し
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
皆
さ
ん
は
次
の

と
お
り
で
す（
敬
称
略
）。

◇
総
務
大
臣
表
彰（
平
成
16
年
事
業

　

所
・
企
業
統
計
調
査
及
び
サ
ー
ビ

　

ス
業
基
本
調
査
）

　

鈴　

木　

克　

忠

◇
経
済
産
業
省
表
彰（
2
0
0
5
年 

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
）

　

山　

元　

角　

雄

◇
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

　

株
式
会
社 

正
美
工
業
甲
西
工
場

◇（
財
）全
国
統
計
協
会
連
合
会
会

　

長
表
彰

　

林　
　
　

和　

子

◇
滋
賀
県
統
計
協
会
統
計
事
務
功

　

績
者
表
彰

林　
　
　

静　

代

山　

出　

富
貴
子

髙　

月　

理　

絵

平
成
18
年
度

湖
南
市
統
計
調
査
員
募
集

あ
な
た
も
統
計
調
査
員
に
登
録
し
ま
せ
ん
か

平
成
17
年
度 

統
計
功
労
者
表
彰

湖
南
市
か
ら
は
6
人
と
1
事
業
所
に
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ひとり親家庭入学祝品を支給します
　
　平成18年4月に新たに小学校または中学校に入学
する児童を持つ、市内在住のひとり親家庭に対し、
入学祝品を支給します。
■対象　過去1年以上引き続き市内に居住し、4月に

新たに小学校または中学校に入学する児童を持つ
ひとり親の家庭（平成18年4月1日現在）

■申請方法　子育て支援課〔東庁舎〕および保健福
祉課〔石部保健センター〕に備え付けている申請
書に記入・押印のうえ、入学通知書の写しを添え
て提出してください。

■申請期限　平成18年4月28日（金）
■支給額など　小学校は7,000円相当、中学校は

10,000円相当の図書券を、子育て支援課または保
健福祉課の窓口で支給します。

■問い合わせ先
　子育て支援課児童家庭担当〔東庁舎〕　�71◦2328



　

4
月
1
日
か
ら
次
の
地
域
で
新

た
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

■
三
雲
の
一
部

■
針
の
一
部

■
平
松
の
一
部

■
柑
子
袋
の
一
部

■
石
部
口
の
一
部

■
石
部
緑
台
の
一
部

■
正
福
寺
の
一
部

■
岩
根
の
一
部

■
下
田
の
一
部

■
高
松
町
の
一
部

■
日
枝
町
の
一
部

排
水
設
備
の
工
事
は
速
や
か
に

　

公
共
下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
に
は
、

下
水
道
に
流
す
た
め
に
必
要
な
排

水
設
備
の
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

こ
の
工
事
は
、
公
共
下
水
道
が

使
用
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か

ら
3
年
以
内
に
行
う
こ
と
が
法
律

な
ど
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す（
下
水

道
法
第
11
条
の
3
第
1
項
ほ
か
）。

　

下
水
道
事
業
の
目
的
の
一
つ
で

あ
る
住
環
境
の
改
善
お
よ
び
公
共

用
水
域
の
水
質
保
全
の
た
め
、
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は
市
指
定

の
工
事
店
で

　　

排
水
設
備
の
工
事
は
、
一
定
の

技
術
水
準
が
な
い
と
下
水
道
の
機

能
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
排
水
設
備
の
工
事
に

必
要
な
専
門
知
識
と
技
術
を
持
っ

た
工
事
店
を
指
定
し
て
い
ま
す
。

工
事
を
行
う
際
は
必
ず「
湖
南
市

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
店
」

に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

※「
湖
南
市
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
店
」
の
一
覧
は
、
上
下

水
道
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

給
水
装
置
の
新
設
工
事
を
行
う

際
に
必
要
な
新
規
水
道
加
入
申
込

金（
加
入
金
）に
つ
い
て
は
、
湖
南

市
誕
生
後
も
旧
町
域
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
の
加
入
金
を
適
用
し
て
き
ま

し
た
が
、
5
月
1
日
か
ら
左
表
の

と
お
り
改
定
・
統
一
し
ま
す
。

　

こ
の
加
入
金
は
新
た
に
水
道
を

利
用
す
る
人
に
上
水
道
施
設（
浄
水

施
設
、
配
水
施
設
な
ど
）の
更
新
や

維
持
管
理
に
要
す
る
費
用
の
一
部

を
負
担
し
て
も
ら
う
も
の
で
、
そ

れ
に
よ
っ
て
新
旧
水
道
利
用
者
間

の
負
担
の
公
平
と
、
水
道
事
業
の

経
営
基
盤
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

市
で
は
今
後
も
安
全
で
安
心
な

水
の
供
給
に
努
め
る
と
と
も
に
、

水
道
事
業
の
健
全
な
運
営
に
取
り

組
み
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

上
下
水
道
課
上
水
道
工
務
担
当

〔
東
庁
舎
〕　　
�
71
◦
2
3
3
8

　

�
72
◦
2
3
3
2

公
共
下
水
道
使
用
区
域
が
広
が
り
ま
す

口　径 加入金（税込み） 手数料 合　計

13mm 126,000 1,000 127,000

20mm 304,500 1,000 305,500

25mm 472,500 1,000 473,500

30mm 672,000 1,000 673,000

40mm 1,197,000 1,000 1,198,000

50mm 1,869,000 1,000 1,870,000

75mm 4,200,000 1,000 4,201,000

100mm 7,465,500 1,000 7,466,500

100mmを超
える場合

13mmを基準にした断面積比率により、算出し
た額

※上記の加入金は本設用の金額です。
※特殊用（建設工事用など一時的に使用する臨時用）の加入金は、

本設用の加入金の10％とします。

新
規
水
道
加
入
申
込
金
を

改
定
・
統
一
し
ま
す

上下水道課下水道管理担当〔東庁舎〕　
�71◦2351　�72◦2332問い合わせ先

排水設備のしくみ
　わたしたちが毎日、生活のために使う水（台所・風呂・水洗便所・
洗濯など）は、下水となってパイプを通り、公共下水道本管へ流れ込
みます。

（単位：円）
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4
月
6
日（
木
）か
ら
15
日（
土
）

ま
で
の
10
日
間
、
春
の
全
国
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
期

間
中
は
、
啓
発
活
動
や
取
り
締
ま

り
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

運
動
の
重
点

◇
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

運
転
者
は
…

　

子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
意
識
を
持
ち
、
思
い
や

り
運
転
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は
…

　

家
族
ぐ
る
み
で
交
通
安
全
意
識

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

地
域
・
職
場
・
学
校
で
は
…

　

子
ど
も
や
高
齢
者
を
交
通
事
故

か
ら
守
る
活
動
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

◇
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

自
動
車
運
転
者
は
…

　

自
転
車
の
通
行
が
予
想
さ
れ
る

場
所
で
は
、
よ
り
慎
重
に
走
行
し

ま
し
ょ
う
。

自
転
車
運
転
者
は
…

　

自
転
車
が「
車
両
」
で
あ
る
こ

と
を
意
識
し
て
、
交
通
ル
ー
ル
を

守
り
、安
全
に
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は
…

　

家
族
で「
自
転
車
の
安
全
な
利

用
方
法
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。

地
域
・
職
場
・
学
校
で
は
…

　

自
転
車
利
用
者
に
安
全
な
利
用

を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

◇
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

運
転
者
は
…

　

乗
員
全
員
の
安
全
に
責
任
を
持

ち
ま
し
ょ
う
。

家
庭
で
は
…

　

家
族
ぐ
る
み
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

地
域
・
家
庭
・
職
場
で
は
…

　

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
着
用
に
つ
い
て
、
積
極

的
な
広
報
・
啓
発
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

◇
重
大
事
故
に
直
結
す
る
危
険

運
転
の
追
放

運
転
者
は
…

　

重
大
事
故
に
直
結
す
る
危
険
な

運
転
行
為
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

う
。

家
庭
で
は
…

　

重
大
事
故
に
直
結
す
る
悪
質
違

反
の
危
険
性
に
つ
い
て
家
族
で
話

し
合
い
ま
し
ょ
う
。

地
域
・
職
場
・
学
校
で
は
…

　

地
域
・
職
場
ぐ
る
み
で
重
大
事

故
に
直
結
す
る
危
険
運
転
を
追
放

し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

安
心
安
全
課
交
通
対
策
担
当

〔
東
庁
舎
〕　

�
71
◦
2311




新
入
学（
園
）児
交
通
事
故

防
止
運
動
展
開
中
！！

　
　
　
　

4
月
15
日（
土
）ま
で

○
子
ど
も
、
特
に
新
入
学（
園
）児

に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
・
指

導
の
徹
底

○
子
ど
も
を
守
る
安
全
運
転
の
励

行
○
通
学
・
通
園
路
の
安
全
確
保
の

推
進

　

家
庭
・
学
校
・
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
、
慣
れ
な
い
通
学（
園
）路

を
通
い
は
じ
め
る
新
入
学（
園
）

児
を
交
通
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ

う
。

湖
南
中
央
消
防
署
か
ら

林
野
火
災
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う

　　

例
年
、
春
先
の
こ
の
時
期
は
空

気
が
乾
燥
し
、
林
野
火
災
が
多
発

し
て
い
ま
す
。

　

林
野
火
災
は
い
っ
た
ん
発
生
す

る
と
、
風
な
ど
の
影
響
で
焼
損
面

積
が
広
範
囲
に
及
ぶ
危
険
性
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
原
因
の
ほ
と
ん

ど
は
た
き
火
、
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
な
ど
人
為
的
な
も
の
で
す
。

　

屋
外
で
火
を
使
用
す
る
際
に
は

次
の
こ
と
に
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

・
枯
草
な
ど
の
あ
る
火
災
が
発
生

し
や
す
い
場
所
で
は
た
き
火
を

し
な
い
。

・
た
き
火
の
場
所
を
離
れ
る
と
き

は
完
全
に
消
火
す
る
。

・
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き

火
、
あ
ぜ
焼
き
な
ど
を
し
な
い
。

・
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず
消
す

と
と
も
に
投
げ
捨
て
な
い
。

・
火
遊
び
は
絶
対
に
し
な
い
。

　

以
上
の
こ
と
を
厳
守
し
、
湖
南

市
の
豊
か
な
自
然
を
守
る
た
め
に

火
災
予
防
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

甲
賀
広
域
行
政
組
合

　

湖
南
中
央
消
防
署

　
�
72
◦
011


9

4
月
6
日（
木
）〜
15
日（
土
）

市内の事故発生状況 （2月末日現在）

人身事故
発生件数 負傷者数 死者数 物損事故

発生件数

2月の事故状況 23 36 0 185

前年対比 −9 0 0 −23

平成18年累計
（1 〜 2月） 47 65 0 385

前年対比 −11 −2 0 −2

全
国
交
通
安
全
運
動

春
の

19 Konan  2006.4



わ
た
し
が
は
じ
め
る
人じ

ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

人じ
ん

権け
ん

教き
ょ
う

育い
く

課か

〔
西に

し

庁ち
ょ
う

舎し
ゃ

〕 

�
77
◦
7
0
3
6　

�
77
◦
4
1
0
1

問と

い
合あ

わ
せ
先さ

き 

  

ぼ
く
は
、「
人じ

ん

権け
ん

集し
ゅ
う

会か
い

」
や「
江え

口ぐ
ち

い
と
さ
ん
の
詩し

」
の
学が

く

習し
ゅ
う

を
し

て
、
人ひ

と

の
値ね

う
ち
は
学が

く

歴れ
き

や
肩か

た

書が

き
、
そ
し
て
服ふ

く

装そ
う

で
決き

め
た
ら
だ

め
だ
と
思お

も

い
ま
し
た
。
外が

い

見け
ん

で
人ひ

と

を
決き

め
つ
け
る
の
は
差さ

別べ
つ

だ
と
思お

も

い
ま
す
。
人ひ

と

は
み
ん
な
平び

ょ
う

等ど
う

で
す
。

一い
ち

番ば
ん

大た
い

切せ
つ

な
の
は
外が

い

見け
ん

で
な
く
人ひ

と

の
優や

さ

し
さ
だ
と
思お

も

い
ま
す
。
こ
の

学が
く

習し
ゅ
う

を
す
る
ま
で
の
ぼ
く
は
、
外が

い

見け
ん

で
人ひ

と

を
見み

た
り
失し

っ

敗ぱ
い

を
笑わ

ら

っ
た

り
相あ

い

手て

の
気き

持も

ち
を
考か

ん
が

え
な
い
行こ

う

動ど
う

を
と
っ
た
り
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。

  

下げ

校こ
う

中ち
ゅ
う

に
何な

に

も
し
て
い
な
い
女お

ん
な

の
子こ

に
、
お
も
し
ろ
が
っ
て「
き

も
。」
な
ど
、
い
や
な
気き

持も

ち
に
な

る
こ
と
を
言い

っ
て
い
ま
し
た
。
そ

の
時と

き

も
先せ

ん

生せ
い

に
叱し

か

ら
れ
ま
し
た
が
、

こ
の
学が

く

習し
ゅ
う

を
し
て
本ほ

ん

当と
う

に
悪わ

る

い
こ

と
を
し
て
い
た
な
あ
と
思お

も

い
、
今い

ま

は
人ひ

と

の
気き

持も

ち
を
感か

ん

じ
温あ

た
た

か
い
気き

持も

ち
に
な
れ
ま
す
。
ど
の
人ひ

と

も
長ち

ょ
う

所し
ょ

を
大た

い

切せ
つ

に
し
、
温あ

た
た

か
い
気き

持も

ち

で
い
っ
ぱ
い
の
世よ

の
中な

か

に
な
る
と
、

み
ん
な
が
幸し

あ
わ

せ
に
な
る
と
思お

も

い
ま

す
。

  

ぼ
く
に
は
、
兄き

ょ
う

弟だ
い

が
い
ま
す
。

弟お
と
う
とは
休や

す

み
時じ

間か
ん

、
友と

も

達だ
ち

と
一い

っ

緒し
ょ

に

遊あ
そ

べ
な
い
で
、
一ひ

と

人り

で
過す

ご
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、

と
て
も
悲か

な

し
い
と
言い

っ
て
い
ま
す
。

ぼ
く
は
、「
な
ぜ
、
み
ん
な
で
仲な

か

良よ

く
で
き
な
い
の
だ
ろ
う
。」
と
思お

も

い

ま
す
。
そ
の
と
き
の
弟

お
と
う
と

の
気き

持も

ち

を
考か

ん
が

え
る
と
本ほ

ん

当と
う

に
つ
ら
く
な
り

ま
す
。

  

兄あ
に

は
身し

ん

体た
い

に
ま
ひ
が
あ
り
ま
す
。

左ひ
だ
り

腕う
で

が
動う

ご

か
ず
、
物も

の

が
持も

ち
に
く

い
で
す
。
足あ

し

も
自じ

由ゆ
う

に
動う

ご

か
ず
、

う
ま
く
歩あ

る

け
ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と

で
、「
ど
っ
か
い
け
。」「
き
っ
し
ょ
。」

な
ど
と
、
か
ら
か
わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
兄き

ょ
う

弟だ
い

の

こ
と
を
寝ね

る
と
き
に
考か

ん
が

え
ま
す
。

す
る
と
、
涙な

み
だ

が
い
っ
ぱ
い
あ
ふ
れ

る
ほ
ど
で
て
き
ま
す
。

  

人ひ
と

の
値ね

う
ち
は
外が

い

見け
ん

で
な
く
優や

さ

し
さ
や
愛あ

い

情じ
ょ
う

・
心こ

こ
ろ

の
温あ

た
た

か
さ
だ
と

ぼ
く
は
思お

も

い
ま
す
。
お
年と

し

寄よ

り
で

も
身し

ん

体た
い

の
不ふ

自じ

由ゆ
う

な
人ひ

と

で
も
、
ぼ

く
の
い
っ
ぱ
い
の
優や

さ

し
い
気き

持も

ち

で
関か

か

わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
そ

し
て
、
普ふ

段だ
ん

の
生せ

い

活か
つ

の
中な

か

で
友と

も

達だ
ち

が
失し

っ

敗ぱ
い

し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
少し

ょ
う

年ね
ん

団だ
ん

の
サ
ッ
カ
ー
の
試し

合あ
い

で
ミ
ス
を

し
て
も
、
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

中ち
ゅ
う

言い

い
間ま

違ち
が

え
た

り
、
答こ

た

え
を
間ま

違ち
が

っ
た
り
し
て
も
、

「
ド
ン
マ
イ
。」
と
声こ

え

を
か
け
た
り
、

困こ
ま

っ
て
い
た
ら
助た

す

け
た
り
し
て
い

き
た
い
と
心こ

こ
ろ

か
ら
思お

も

い
ま
す
。

  

差さ

別べ
つ

さ
れ
た
話は

な
し

を
聞き

く
と
本ほ

ん

当と
う

に
悲か

な

し
い
気き

持も

ち
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。
ぼ
く
は
世よ

の
中な

か

の
人ひ

と

が
み
ん
な
差さ

別べ
つ

を
す
る
の
で
は
な

く
、
愛あ

い

情じ
ょ
う

や
優や

さ

し
さ
を
持も

っ
て
笑え

顔が
お

で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
素す

敵て
き

だ
と
思お

も

い
ま
す
。
そ
し
て
、
み
ん

な
が
温あ

た
た

か
い
気き

持も

ち
で
生せ

い

活か
つ

で
き

る
こ
と
を
願ね

が

っ
て
い
ま
す
。

　　

皆み
な

さ
ん
は
、
こ
の
作さ

く

文ぶ
ん

を
読よ

ん

で
、ど
の
よ
う
に
思お

も

い
ま
し
た
か
？

　

い
ろ
ん
な
人ひ

と

た
ち
と
つ
な
が
り

な
が
ら
生い

き
て
い
る
と
い
う
こ
と

や
、
そ
の
人ひ

と

が
そ
の
人ひ

と

ら
し
く
生い

き
る
こ
と
、
人ひ

と

に
優や

さ

し
く
な
る
こ

と
っ
て
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
だ
ろ

う
と
考か

ん
が

え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
も
あ
な
た
の
周ま

わ

り
の
人ひ

と

た
ち
も
、
明あ

か

る
く
笑え

顔が
お

で
暮く

ら
せ

る
社し

ゃ

会か
い

に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

　

友と
も

達だ
ち

や
家か

族ぞ
く

の
人ひ

と

と
一い

っ

緒し
ょ

に
、

感か
ん

想そ
う

な
ど
を
話は

な

し
合あ

っ
て
み
て
は

い
か
か
で
す
か
。

　

湖こ

南な
ん

市し

教き
ょ
う

育い
く

委い

員い
ん

会か
い

で
は
、
市し

内な
い

の
小し

ょ
う

・
中ち

ゅ
う

学が
っ

校こ
う

と
県け

ん

立り
つ

学が
っ

校こ
う

の
児じ

童ど
う

・
生せ

い

徒と

が
書か

い
た「
人じ

ん

権け
ん

作さ
く

文ぶ
ん

」
の

中な
か

か
ら
、
各か

く

学が
っ

校こ
う

で
代だ

い

表ひ
ょ
う

作さ
く

品ひ
ん

に
選え

ら

ば
れ
た
も
の
を
集あ

つ

め
て
、『
人じ

ん

権け
ん

作さ
く

文ぶ
ん

集し
ゅ
う

』
を
作さ

く

成せ
い

し
ま
し
た
。
そ
の『
人じ

ん

権け
ん

作さ
く

文ぶ
ん

集し
ゅ
う

』
の
表ひ

ょ
う

紙し

に
は
12
月が

つ

の
人じ

ん

権け
ん

週し
ゅ
う

間か
ん

に
開か

い

催さ
い

し
た『
人じ

ん

権け
ん

ポ
ス
タ
ー
・
人じ

ん

権け
ん

標ひ
ょ
う

語ご

展て
ん

』
で
展て

ん

示じ

し
た
作さ

く

品ひ
ん

を
、
ま
た
、
中な

か

表び
ょ
う

紙し

に
は
市し

内な
い

保ほ

育い
く

園え
ん

・
幼よ

う

稚ち

園え
ん

の
園え

ん

児じ

の
絵か

い

画が

作さ
く

品ひ
ん

を
そ
れ
ぞ
れ
掲け

い

載さ
い

し
て
い
ま
す
。

　

２
月が

つ

４
日か

に
開か

い

催さ
い

し
た『
人じ

ん

権け
ん

ま
ち
づ
く
り
の
つ
ど
い
』
で
は
、
そ
の
中な

か

で
二ふ

た

人り

の
か
た
に
作さ

く

文ぶ
ん

を
発は

っ

表ぴ
ょ
う

し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今こ
ん

回か
い

は
、
そ
の
一ひ

と

人り

で
、
下し

も

田だ

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う

６
年ね

ん（
現げ

ん

在ざ
い

・
日ひ

枝え

中ち
ゅ
う

学が
っ

校こ
う

１
年ね

ん

）の
平ひ

ら

岡お
か

享き
ょ
う

典す
け

さ
ん
の
作さ

く

品ひ
ん

を
ご
紹し

ょ
う

介か
い

し
ま
す
。

こ
こ
ろ
と
心

こ

こ

ろ

の
つ
な
が
り
を
求も

と

め
て

人ひ

と

の
値ね

う
ち

　
　
　
　

下し
も

田だ

小し
ょ
う

学が
っ

校こ
う　

六ろ
く

年ね
ん　

平ひ
ら

岡お
か　

亨き
ょ
う

典す
け

佐
さ

々
さ

木
き

　萌
も え

さん（石
い し

部
べ

南
みなみ

小
しょう

学
が っ

校
こ う

）

加
か

藤
と う

　洸
こ う

太
た

さん（甲
こ う

西
せ い

中
ちゅう

学
が っ

校
こ う

）
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◇
湖
南
市
春
季
軟
式
野
球
大
会

■
日
時　

4
月
9
日（
日
）　

　

午
前
9
時
〜

■
会
場　

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

◇
春
季
湖
南
市
卓
球
大
会

■
日
時　

4
月
16
日（
日
）

　

午
前
9
時
〜

■
会
場　

総
合
体
育
館

■
競
技
方
法　

団
体
戦（
3
人
以

上
）

■
参
加
費（
1
チ
ー
ム
）　

　

500


円（
高
校
生
以
下
3
0

　

0
円
）

■
申
込
期
限　

4
月
13
日（
木
）

　

午
後
5
時

※
4
月
13
日（
木
）の
午
後
7
時
か

ら
総
合
体
育
館
で
抽
選
会
を
行

い
ま
す
。

◇
湖
南
市
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
日
時　

4
月
22
日（
土
）

　

午
前
9
時
〜

■
会
場　

野
洲
川
親
水
公
園
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場

◇
市
民
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

■
日
時　

4
月
30
日（
日
）　

　

午
前
9
時
〜

■
会
場　

野
洲
川
運
動
公
園
テ
ニ

ス
場

◇
春
季
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

■
日
時　

5
月
14
日（
日
）　

　

午
前
9
時
〜

■
会
場　

野
洲
川
運
動
公
園
テ
ニ

ス
場

◇
湖
南
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権

大
会
＆
県
民
体
育
大
会
予
選
会

■
日
時　

5
月
14
日（
日
）　

　

午
前
9
時
〜

■
会
場　

総
合
体
育
館

◇
湖
南
市
春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会

■
日
時　

5
月
14
日（
日
）

　

午
前
9
時
〜

■
会
場　

野
洲
川
親
水
公
園
グ
ラ

ウ
ン
ド
場
ほ
か

◇
春
季
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
日
時　

5
月
21
日（
日
）　

　

午
前
8
時
30
分
〜

■
会
場　

野
洲
川
親
水
公
園

◇
湖
南
市
春
季
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
大
会

■
日
時　

5
月
21
日（
日
）

　

午
前
9
時
〜

■
会
場　

総
合
体
育
館

◇
春
季
パ
ド
ル
テ
ニ
ス
大
会

■
日
時　

5
月
28
日（
日
）　

　

午
前
9
時
〜

※
午
前
は
教
室
、
午
後
は
交
流
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
会
場　

総
合
体
育
館

問
い
合
わ
せ
先

　

湖
南
市
体
育
協
会〔
総
合
体
育

館
内
〕　　
　
�
71
◦
330


6

�
72
◦
7117




◇
湖
南
市
ゴ
ル
フ
選
手
権（
県
体

選
考
会
）お
よ
び
春
季
ゴ
ル
フ

大
会

■
日
時　

5
月
23
日（
火
）　

　

午
前
8
時
〜

■
会
場　

近
江
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

■
申
込
期
限　

5
月
9
日（
火
）　

午
後
5
時

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

○
湖
南
市
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局

〔
甲
賀
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
内
〕

　

�
72
◦
1221




　

�
72
◦
3445




○
近
江
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

　

�
74
◦
0121




　

�
74
◦
0
6
6
4

○
湖
南
市
体
育
協
会〔
総
合
体
育

館
内
〕　　
　
�
71
◦
330


6

　

�
72
◦
7117




湖
南
市
春
季
小
学
生

陸
上
記
録
会

　

5
月
27
日（
土
）　

　

午
前
9
時
開
会
式

■
会
場　

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

陸
上
競
技
場

■
主
催　

湖
南
市
陸
上
競
技

協
会

○日時…第３土曜日　午後７時〜９時
○会場…総合体育館
○種目…卓球、バドミントン、パドルテニス、
　　　　 バスケットボール、キンボールなど
★太極拳の体験もできます。今月は15日です。
　皆さんの参加をお待ちしています。

スポーツデー
みんなで運動する日

無料
解放

スポーツ安全保険に加入しましょう
　この保険は、スポーツ活動、文化活動、
ボランティア活動、地域活動、指導活動
などを行う5人以上のアマチュアの団体

（社会教育関係団体）を対象とします。
　往復途上も含むグループ活動中の損害
事故と賠償責任を負う事故を補償した
り、心臓まひなどの突然死には見舞金を
お支払いするなど、グループの人たちが
安心して活動できるように作られた、営
利を目的としない互助共済的な補償制度
です。
　詳しい内容については、パンフレット
をご覧ください。パンフレットおよび申
込用紙は、生涯学習課および各公民館な
どに備え付けています。万一に備えて加
入しましょう。
■問い合わせ先
　生涯学習課スポーツ振興室〔石部文化

総合センター内〕　�77◦7045

■
湖
南
市
冬
季
卓
球
グ
ラ
ン
プ
リ

　

2
月
19
日
・
総
合
体
育
館

【
男
子
S
ク
ラ
ス
の
部
】

〈
優　

勝
〉
横
山　

雄
太

〈
準
優
勝
〉
山
下　

秀
文

【
男
子
A
ク
ラ
ス
の
部
】

〈
優　

勝
〉
長
尾　

正
治

〈
準
優
勝
〉
池
田　

義
章

【
女
子
S
・
A
ク
ラ
ス
の
部
】

〈
優　

勝
〉
山
村
沙
耶
加

〈
準
優
勝
〉
森
野　

結
伎

【
男
子
E
ク
ラ
ス
の
部
】

〈
優　

勝
〉
内
藤　

恵
介

〈
準
優
勝
〉
武
村　

一
輝

【
女
子
E
ク
ラ
ス
の
部
】

〈
優　

勝
〉
後
藤
と
し
え

〈
準
優
勝
〉
中
辻　

容
子

2006年度
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湖南市ホームページでも
紹介しています。

まちのわだい
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春
の
県
大
会
で
準
優
勝
、

　
　
　
　
　

関
西
大
会
で
も
健
闘

●
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
三
雲
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
ア
タ
ッ
カ
ー
ズ

地
域
安
全
マ
ッ
プ
で
身
を
守
ろ
う

　
　

●
菩
提
寺
小
６
年
生
が
下
級
生
に
披
露　

 

　

３
月
４
日
に
宇
治
市
で
開

催
さ
れ
た
第
15
回
春
の
全
国

小
学
生
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
選

手
権
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に

三
雲
Ｆ
Ｉ
Ｒ
Ｅ
ア
タ
ッ
カ
ー

ズ
が
出
場
、
他
府
県
の
強
豪

チ
ー
ム
を
相
手
に
大
健
闘
を

見
せ
ま
し
た
。

　

三
雲
小
学
校
の
児
童
か
ら

な
る
同
チ
ー
ム
は
創
部
７
年

目
。
２
年
生
か
ら
６
年
生
ま

で
男
女
合
わ
せ
て
約
40
人
が

在
籍
し
て
お
り
、
県
の
ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
協
会
の
事
務
局
を

務
め
る
北
村
充
生
先
生
の
熱

心
な
指
導
の
も
と
、
週
２
回
、

約
２
時
間
の
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。

　

チ
ー
ム
に
は
突
出
し
た
選

手
は
い
ま
せ
ん
が
、
各
選
手

が
積
極
的
に
相
手
チ
ー
ム
の

ボ
ー
ル
を
拾
い
、
エ
ー
ス
ア

タ
ッ
カ
ー
に
つ
な
ぐ
と
い
う

ス
タ
イ
ル
で
白
星
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
強
固
な
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
も
と
、
２
月
の
県

大
会
予
選
で
は
着
実
に
勝
ち

上
が
り
、
上
位
４
チ
ー
ム
に
。

悲
願
の
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

進
出
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
関
西
ブ
ロ
ッ
ク
大

会
で
は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
へ
の
進
出
は
な
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、
貴
重
な
１
勝
を

挙
げ
、
選
手
た
ち
は
大
き
な

手
ご
た
え
を
つ
か
ん
だ
よ
う

で
す
。

　

６
年
生
が
卒
業
し
、
こ
の

春
か
ら
は
新
チ
ー
ム
が
発

足
。
果
た
せ
な
か
っ
た
全
国

大
会
出
場
の
夢
を
胸
に
日
々

の
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今
シ
ー
ズ
ン
も
そ
の
活
躍
に

目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

　

菩
提
寺
小
学
校
で
３
月
３

日
、「
六
年
生
を
送
る
会
」

が
行
わ
れ
、
同
小
の
６
年
生

が
、
下
級
生
の
た
め
に
作
成

し
た「
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」

を
披
露
し
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
の
発
表
は
地
域
ご

と
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
パ
ソ

コ
ン
を
使
っ
て
ス
テ
ー
ジ
の

バ
ッ
ク
ス
ク
リ
ー
ン
に
、
自

分
た
ち
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
で
発
見
し
た「
入
り
や
す

い
」「
見
え
に
く
い
」
危
険

箇
所
を
映
し
出
し
、
な
ぜ
そ

の
場
所
を
選
ん
だ
の
か
説
明

し
ま
し
た
。
そ
の
う
え
で
、

自
分
た
ち
で
考
え
た
安
全
策

を
下
級
生
に
伝
え
ま
し
た
。

　

選
ば
れ
た
危
険
箇
所
は
多

く
が「
薄
暗
い
」「
人
通
り
が

少
な
い
」
と
い
っ
た
場
所
。

そ
の
対
策
と
し
て「
注
意
を

呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
を
貼

ろ
う
」「
地
域
の
か
た
と
一

緒
に
草
刈
り
を
し
よ
う
」「
防

犯
ブ
ザ
ー
を
携
帯
し
よ
う
」

な
ど
の
提
案
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
中
に
は
最
近
の
事

件
を
意
識
し
て
か
、「
危
険

箇
所
と
思
わ
れ
る
場
所
を
通

る
と
き
は
、
必
ず
集
団
に
な

ろ
う
」
と
い
う
も
の
も
あ
り

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
巣
立
ち
ゆ
く
６

年
生
の
た
め
に
下
級
生
も
合

奏
な
ど
を
披
露
。幕
間
に「
先

生
か
ら
の
手
紙
」
を
挿
入
す

る
な
ど
工
夫
を
凝
ら
し
た
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
、
６
年
生

と
の
最
後
の
交
歓
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
造
園
協
会
湖
南
・
甲
賀
支
部
が
３
月

18
日
、
総
合
体
育
館
前
の
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

に
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
の
若
木
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　

市
の
さ
ら
な
る
発
展
と
市
民
ど
う
し
の
交
流

の
輪
の
広
が
り
を
祈
念
し
て
行
っ
た
も
の
。
秋

に
は
紅
葉
で
、
訪
れ
る
人
た
ち
の
心
を
癒
し
て

く
れ
そ
う
で
す
。 

造
園
協
会
が
ナ
ン
キ
ン
ハ
ゼ
を
植
樹

　
　

●
市
の
発
展
を
祈
念
し
て

☆声をかけ 地域で育てる 地域の子 湖南市青少年育成市民会議



「粗大ごみ」の搬入（持ち込み）手順
　必ず次の手順で処理を行ってください。
1.　受付窓口で手続きを行います。
2.　粗大ごみ処理手数料を支払います。
3.　「ごみ」を載せたまま、車をトラックスケール積載
　面（鉄板）に移動させます。

4.　工場棟へ移動して「ごみ」を降ろします。
5.　再度、車をトラックスケール積載面に移動させます
　（終了）。

 

日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30

湖南市リサイクルプラザ湖南市リサイクルプラザ

湖南市リサイクルプラザ交　換　銀　行
・
国
民
健
康
保
険
税（
第
1
期
分
）

・
保
育
料

・
介
護
保
険
料

・
住
宅
使
用
料

・
上
水
道
使
用
料

・
下
水
道
使
用
料

　

納
期
限
は
5
月
1
日（
月
）で

す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　　

預
金
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
る
口
座
振
替
は
、
毎
月

の
納
め
忘
れ
が
な
く
、
手
間
も
省

け
ま
す
。

　

通
帳
と
届
出
印
を
お
持
ち
の
う

え
、
取
扱
金
融
機
関（
滋
賀
銀
行
・

甲
賀
郡
農
業
協
同
組
合
・
び
わ
こ

銀
行
・
滋
賀
県
信
用
組
合
・
湖
東

信
用
金
庫
・
近
畿
労
働
金
庫
）、

郵
便
局
の
窓
口
で
手
続
き
を
行
う

と
、
翌
月
以
降
か
ら
口
座
振
替
に

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
は
一
度
手
続

き
を
行
う
と
、
課
税
な
ど
が
な
く

な
っ
て
も
、
口
座
振
替
解
約
の
手

続
き
を
行
わ
な
い
か
ぎ
り
継
続
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

○
税
務
課〔
東
庁
舎
〕

・
市
民
税
担
当　
�
71
◦
2
3
1
9

・
固
定
資
産
税
担
当�

71
◦
2
3
2
1

・
納
税
担
当　

  

�
71
◦
2
3
2
0

　　

湖
南
市
に
土
地
・
家
屋
を
所
有

す
る
人
は
、
市
内
の
土
地
・
家
屋

の
評
価
額
を
載
せ
た
帳
簿
を
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
ほ
か
の
資
産
と
比

較
し
て
、
評
価
が
適
正
か
ど
う
か

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
代
理
人
や
会
社
の
社
員
の
人
は

委
任
状
な
ど
が
必
要
で
す
。

■
期
間　

4
月
3
日（
月
）〜
5
月

31
日（
水
）（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
は
除
く
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分

■
閲
覧
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当〔
東

庁
舎
〕　　
　
�
71
◦
2
3
2
1

　　

8
月
14
日（
月
）・
15
日（
火
）に

日
本
武
道
館
で
全
国
戦
没
者
追
悼

式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
式
典

に
県
代
表
遺
族
と
し
て
参
列
す
る

人
を
一
般
公
募
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

滋
賀
県
内
に
在
住
す
る
戦
没
者

（
原
爆
、
一
般
戦
災
死
没
者
を

含
む
）の
遺
族（
原
則
と
し
て
配

偶
者
、
子
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
）

で
、
1
泊
2
日
の
団
体
行
動
が

で
き
る
人

■
募
集
人
員　

20
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

※
1
柱
1
回
限
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
過
去
に
他
の
遺
族
が
参
列

し
て
い
る
場
合
は
受
け
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
参
加
費　

5,
0
0
0
円
程
度

■
応
募
期
限　

4
月
24
日（
月
）

　
（
当
日
消
印
有
効
）

■
応
募
方
法　

は
が
き
に
①
住

所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
性
別
・

戦
没
者
と
の
続
柄
・
電
話
番
号
、

②
戦
没
者
の
氏
名
・
本
籍（
都

道
府
県
名
）を
明
記
し
て
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　

滋
賀
県
健
康
福
祉
政
策
課（
〒
5

　

2
0｜

8
5
7
7
住
所
記
載
不

要
）

�
0
7
7
◦
5
2
8
◦
3
5
1
4

�
0
7
7
◦
5
2
8
◦
4
8
5
0

今
月
の
納
税
な
ど

リサイクルプラザカレンダー4月
�75◦3933

■印…休所日
□印…「粗大ごみ」戸別収集日
※「粗大ごみ」戸別収集の申込締切は、収集日の前の週

の金曜日までとなります。戸別収集を希望する人は
リサイクルプラザへ電話でお申し込みください。

※搬入（持ち込み）の受付は、開所日の午前9時〜午後
4時です。

湖南市リサイクルプラザ案内図

納
税
な
ど
は  

口
座
振
替  

で
！

土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
を
ご
覧
に
な
れ
ま
す

全
国
戦
没
者
追
悼
式

参
列
者
募
集

　ご家庭で必要のなくなったものや欲しいもの
を交換しませんか。思い出の品を捨ててしまう
くらいなら、だれかのために役立てたいですね。
◎譲ります
　・日枝中学校セーター
　・犬用紙おむつ（小型犬用）　・布団乾燥機　
　・油圧式健康歩行器　・ひな人形（7段飾り）
　・卓上ドライヤー（女性用）　・大型扇風機
◎譲ってください
　・石部中学校女子制服（140 〜 150㎝）
　・日枝中学校体操服（M・L サイズ）
　・算数セット（小学校入学時用） ・ドラムセット
※交換の交渉は、譲りたい人・譲ってほしい人

の双方で直接行っていただきます。その際、
連絡先電話番号を相手方にお伝えすることに
なりますのでご了承ください。

■問い合わせ先
　環境課クリーンタウン推進担当〔東庁舎〕
　�71◦2358

　リサイクルプラザは、市民の皆さんから分別収集
した缶・びん・ペットボトルや、直接（戸別）持ち込
まれた不燃ごみ・粗大ごみを、選別・圧縮・破砕・
一時保管するなどリサイクルのための中間処理を行
う施設です。
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市
で
は
、
市
内
小
規
模
業
者
の

受
注
機
会
の
拡
大
を
図
り
、
市
内

経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
に
、
小
規
模
工
事
等
契
約
希
望

者
登
録
制
度
を
導
入
し
て
い
ま

す
。
こ
の
制
度
は
、
市
が
発
注
す

る
少
額
で
内
容
が
軽
易
な
契
約
に

つ
い
て
、
入
札
参
加
資
格
者
登
録

を
し
て
い
な
い
人
で
、
希
望
す
る

人
を
登
録
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
登
録
申
請
を
し
た
人
は
、

「
湖
南
市
小
規
模
工
事
契
約
登
録

者
名
簿
」
に
登
録
さ
れ
、
市
が
発

注
す
る
工
事
・
修
繕
な
ど
の
う
ち

小
規
模
な
も
の
に
お
い
て
業
者
選

定
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

登
録
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

※
本
制
度
の
登
録
を
も
っ
て
指
名

や
契
約
を
約
束
す
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
小
規
模
工
事
等
の
範
囲

　

市
が
発
注
す
る
小
規
模
な
建
設

工
事
や
修
繕
な
ど
で
、
そ
の
内

容
が
軽
易
で
、
か
つ
履
行
の
確

保
が
容
易
な
も
の
で
、
1
件
の

契
約
金
額
が
30
万
円
未
満
の
も

の
■
小
規
模
工
事
等
の
種
類

　

土
木
一
式
工
事
、
建
築
一
式
工

事
、
大
工
工
事
、
左
官
工
事
、

と
び
・
土
工
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
事
、
石
工
事
、
屋
根
工
事
、

電
気
工
事
、
管
工
事
、
タ
イ
ル
・

レ
ン
ガ
・
ブ
ロ
ッ
ク
工
事
、
鉄

筋
工
事
、
板
金
工
事
、
ガ
ラ
ス

工
事
、
塗
装
工
事
、
防
水
工
事
、

内
装
仕
上
工
事
、
機
械
器
具
設

置
工
事
、
電
気
通
信
工
事
、
造

園
工
事
、
建
具
工
事
、
消
防
施

設
工
事
ほ
か

■
登
録
で
き
る
人

・
市
内
に
主
た
る
事
業
所（
本
社
・

本
店
）を
置
く
人

・
市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い

人
・「
入
札
参
加
資
格
者
名
簿
」
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
人

・
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た

め
に
必
要
な
資
格
ま
た
は
免
許

な
ど
を
有
す
る
人

■
登
録
申
請
の
方
法

　

登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
市
役

所
財
務
課
に
備
え
付
け
て
い
る

登
録
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、
次
に
掲
げ
る
書
類

を
添
付
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

①
市
税
の
納
税
証
明
書

②
希
望
す
る
業
種
を
履
行
す
る
た

め
に
必
要
な
資
格
者
証
や
免
許

証
な
ど
の
写
し

※
登
録
申
請
関
係
書
類
の
提
出
は

持
参
に
限
り
ま
す
。

※
登
録
申
請
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

財
務
課
入
札
・
契
約
・
検
査
担

当〔
東
庁
舎
〕

　
�
71
◦
2
3
1
3

■
職
種
・
採
用
人
員

　

ふ
れ
あ
い
教
育
相
談
員　

2
人

■
応
募
資
格　

平
成
18
年
4
月
1

日
現
在
、
25
歳
以
上
64
歳
以
下

で
、
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人

①
小
学
校
も
し
く
は
中
学
校
教
員

免
許
状
取
得
者

②
公
的
機
関
で
相
談
業
務
の
経
験

が
あ
る
人

■
勤
務
条
件

○
雇
用
開
始
日　

　

平
成
18
年
5
月
1
日

※
雇
用
期
間
は
原
則
6
カ
月
間
で

す
が
、
必
要
に
応
じ
て
さ
ら
に

6
カ
月
を
超
え
な
い
範
囲
で
更

新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
通
勤
手
当
・
年
次
有
給
休
暇

　
「
湖
南
市
臨
時
職
員
及
び
嘱
託

職
員
の
任
用
等
に
関
す
る
要

綱
」
の
規
定
に
よ
り
支
給
し
ま

す
。

○
社
会
保
険
な
ど　

必
ず
加
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
勤
務
場
所　

ふ
れ
あ
い
教
育
相

談
室（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
）

○
勤
務
日
・
時
間　

月
〜
金
曜
日

の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分

○
賃
金　

日
額　

7,
6
0
0
円
〜

8,
7
0
0
円

○
勤
務
内
容

・
心
に
悩
み
を
持
つ
子
ど
も
や
子

育
て
に
不
安
を
持
つ
保
護
者
に

対
す
る
相
談
業
務

・
適
応
指
導
教
室
通
級
児
童
生
徒

の
学
習
や
体
験
活
動
の
指
導
と

支
援

■
試
験
方
法

　

作
文
と
面
接
試
験
を
実
施
し
ま

す
。

○
試
験
日　

4
月
19
日（
水
）

　

午
前
9
時
30
分
〜

○
試
験
会
場　

市
役
所
東
庁
舎

■
応
募
方
法　

申
込
書
に
記
入
の

う
え
、
4
月
3
日（
月
）〜
12
日

（
水
）の
業
務
時
間
中（
平
日
の

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15

分
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
総
務
課
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
。

■
申
込
書
提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
人
事
・
研
修
担
当〔
東

庁
舎
〕　　
　
�
71
◦
2
3
1
2

　

�
72
◦
3
3
9
0

　　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地
域
で

健
康
づ
く
り
を
進
め
る
健
康
推
進

員
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。
市
民

一
人
ひ
と
り
が
健
康
で
生
き
生
き

と
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
、
乳

幼
児
か
ら
高
齢
者
に
い
た
る
ま
で

の
、
生
涯
を
通
し
た
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

　

受
講
し
た
人
に
は
平
成
19
年
度

か
ら
健
康
推
進
員
と
し
て
地
域
や

保
健
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

■
期
日　

6
月
〜
翌
年
3
月（
全

12
回
）

■
定
員　

15
人
程
度

■
申
込
方
法　

4
月
14
日（
金
）

ま
で
の
業
務
時
間
中（
平
日

の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
15
分
）に
電
話
で
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
F
A
X
も
可
）。

　
�
72
◦
4
0
0
8

�
72
◦
1
4
8
1

湖
南
市
小
規
模
工
事
等

契
約
希
望
者
登
録
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

臨
時
職
員
募
集

健
康
推
進
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

■雇用期間　平成18年9月30日まで
　詳しくはお問い合わせください。
■問い合わせ先
　総務課人事研修担当〔東庁舎〕
　�71◦2312

臨時保育士
（常勤および朝・夕のパート）

募集中
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じゅらくの里福祉パーク館
�77◦0041
季節の押し花

中村美智子・堀井麗子 押し花二人展
4月12日（水）〜 5月14日（日）
　季節のさまざまな花を素材にした押し花
アートの世界をお楽しみください。

無料体験教室
　あなただけのオリジナル作品を作ってみま
せんか。
※材料費（1,500円・額付）は当日、別途徴収します。
■日時
○�4月29日（祝）　午後1時〜 4時（この時間帯

の約1時間半）
○�5月5日（祝）　午後1時〜 4時（この時間帯の

約1時間半）
■�申込方法　4月20日（木）まで（月曜日は除

く）の業務時間中（午前9時〜午後5時）にお
申し込みください。

甲西文化ホール
�72◦2133

プリザーブドフラワー作品展
4月15日（土）〜 30日（日）
　プリザーブドフラワーは、
生花に特殊な液で加工を施し、みずみずしさ
や風合いを長期間保つことのできる花です。
ブーケやコサージュ、フラワーアレンジメン
トなど多彩な作品を展示します。

 湖南市文化ホール友の会 会員募集
■会員期間　4月1日〜平成19年3月31日
■年会費　1,000円
■主な特典
○�甲西・石部両文化ホール主催事業のチケッ

トを10％引で購入することができます（本
人分のみ）。

○�チケットを一般発売日よりも早く購入する
ことができます（一人2枚まで）。

○�文化ホールが企画する舞台鑑賞ツアーに参
加することができます。

■�申込方法　年会費を添えて甲西文化ホール
の窓口へお申し込みください。

■申込期限　6月末日

観光物産協会主催

4月8日（土） 午前10時〜午後4時30分
※雨天中止

　　　　
○イベント

フリーマーケット、フワフワ、子
ども機関車、鏡開き（ふるまい酒）、
子どもビンゴゲーム

○ステージ
湖國十二坊太鼓保存会、アクロバッ
ト縄跳び、マジックショー、移動
ボランティアセンター、チアリー
ディング、けん玉教室

○フード・出店
飲み物、フライドポテト、焼きそば、
フランクフルト、焼きいか、うどん、
綿菓子　ほか

甲西文化ホールギャラリー

入場無料

障がい児支援ボランティア・
スタッフ養成講座
　夏休みを中心に開催している障
がい児ホリデースクールなど、障
がい児を支援する事業や行事に携
わる、ボランティアまたはスタッ
フを養成する講座です。
　これを機会に障がいを持つ子ど
もへの理解を深めましょう。
■開催日
　①5月13日（土）　②5月27日（土）
　③6月17日（土）　④6月24日（土）
※�ボランティア対象は①〜③の全3

回、スタッフ対象は①〜④の全4
回となります。

※日程は変更する場合があります。
■申込期限　5月8日（月）
■申し込み・問い合わせ先
○湖南市社会福祉協議会
　�72◦4102
○湖南市ボランティアセンター
　�72◦1523

   
　
　精神障害者通所授産施設「ワークステー
ション虹」では、地域のかたがたに通所者
の生き生きした姿を見てもらうことによっ
て障害者に対する理解と関心を深めてもら
おうと、今年も「にじまつり」を開催します。
皆さんとの交流を通所者の今後の意欲につ
なげていければと思います。桜の美しい時
期です。どなたも気軽にお越しください。
4月8日（土）　午前10時〜午後3時30分

こなんの森大学 参加者募集

平成18年度

■場所　〔大池町10-1（大池郵便局隣）〕
○ワークステーション虹
○地域生活支援センターこのゆびとまれ
■参加費　無料
■�内容　模擬店、ミニバザー、子ども向け

アトラクション、コンサート、地域の子
どもたちの絵画展など

■問い合わせ先
○ワークステーション虹
　�75◦1220　�75◦1231
○生活支援センターこのゆびとまれ
　�75◦8949　�75◦8950

湖國十二坊の森〔十二坊温泉ゆらら〕
�72◦8211

ゆらら春の山草展
4月29日（祝）　午前10時〜午後8時

30日（日）　午前10時〜午後6時

※�山草展の出展者を募集していま
す。詳しくは十二坊温泉ゆらら（担
当：植西）までお問い合わせくだ
さい。

エアロビクスインストラクター募集！
　エアロビクスエクササイズのイン
ストラクターを募集します。まずは
ご連絡ください。
■募集人数　1人
■応募資格　要経験者
※�詳しくは十二坊温泉ゆらら（担当：

松前）までお問い合わせください。

第16回 にごり池さくらまつり
■�駐車場　会場周辺では通行規制を

行っています。指定の駐車場をご
利用ください。

■問い合わせ先
　湖南市商工会青年部　�72◦0038

場所 にごり池自然公園

場所 ゆらら多目的室

　近くの山の木で家を造ること
は地域の環境を元気にします。
美しい湖南地域の森林環境を未
来へ贈るために「こなんの森・
木の家ねっと」で活動している
メンバーと一緒に森林の大切さ
や木の住まいについて学びませ
んか。

4月23日（日） 
　午前9時〜午後2時
※�上記の日時は初回開講日で

す。以降、2カ月に1回のペー
スで開講を予定しています。

■�集合場所　甲賀市役所水口庁
舎駐車場

■�内容　近くの森の見学と森の
現状の学習

■参加費　500円
■�持ち物　弁当・飲み物・運動

靴

■�後援　滋賀県南部振興局甲賀県事務所、
湖国すまいまちづくり推進協議会

■�申込方法　4月17日（月）までに事務局へ
電話でお申し込みください。

■申し込み・問い合わせ先　
　｢こなんの森・木の家ねっと｣ 事務局
　〔（株）平野住建内〕　�63◦1043

にじまつり第2回

平
和
堂

至
竜
王

にごり池交差点

小砂町交差点

入口日本カロライズ

センカ

通行止

日
本
カ
ロ
ラ
イ
ズ

日
本
化
学
機
械

まつり指
定

駐車場

にごり池
自然公園
会
場

※�お車で来場される場合は、近隣の迷惑になら
ないよう、必ず「まつり指定駐車場」をご利
用ください。

会
場
周
辺
地
図
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石
部
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

9日（日） 11：00 〜 12：00
14：30 〜 15：30

きじっこおはなしかい　グループ「ピッコロロ」による、絵本の読み聞かせな
どの楽しいおはなしの時間（午前は幼児から小学生低学年向け。午後は小学生
向け）。

21日（金） 11：00 〜 11：20 「子ども読書の日」記念　よっといでたいむ　図書館員による、おひざにだっこ
のおはなしかい。絵本の読み聞かせや紙芝居など（入園前のお子さん向け）。

22日（土） 14：00 〜 14：30 「子ども読書の日」記念　よっといでたいむ　図書館員による、絵本の読み聞か
せや紙芝居などの楽しいおはなしの時間（幼児から小学生向け）。

音
発
見
ｌ
言
葉
の
楽
し
み
ｌ

●『
翻
訳
家
じ
ゃ
な
く
て
カ
レ
ー
屋

に
な
る
は
ず
だ
っ
た
』
金
原
瑞
人

著（
牧
野
出
版
）…
翻
訳
家
歴
20
年

の
著
者
が
翻
訳
の
悦
び
と
悩
ま
し

さ
を
語
る
。
作
家
・
江
國
香
織
と

の
対
談
も
収
録
。

●『
さ
さ
や
く
恋
人
、
り
き
む
レ

ポ
ー
タ
ー
』
定
延
利
之
著（
岩
波
書

店
）…
言
語
と
音
声
と
文
化
の
深
い

関
係
に
つ
い
て
考
え
る
。

●『
食
語
の
ひ
と
と
き
』
早
川
文
代

著（
毎
日
新
聞
社
）…「
お
い
し
い
」

に
は
1
2
0
通
り
の
言
い
方
が
あ

る
。
ふ
だ
ん
何
げ
な
く
使
っ
て
い

る
食
の
言
葉
に
つ
い
て
考
え
る
。

●『
あ
り
え
な
い
日
本
語
』
秋
月
高

太
郎
著（
筑
摩
書
房
）…
現
代
の
若

い
世
代
の
人
々
が
用
い
る
言
葉
を

読
み
解
く
。

●『
賞ほ

賛め

語こ
と
ば

・
罵け

な

倒し

語こ
と
ば

辞
典
』
長

野
伸
江
著（
小
学
館
）…
妻
を
ほ
め

る
言
葉
は
こ
ん
な
に
も
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
医
者
、

夫
な
ど
対
象
別
に
ほ
め
る
言
葉
、

け
な
す
言
葉
を
収
録
。

●『
詩
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
』
吉
増
剛
造

著（
N
H
K
出
版
）…
中
原
中
也
や

萩
原
朔
太
郎
。
だ
れ
も
が
知
っ
て

い
る
現
代
詩
に
つ
い
て
語
る
。

●『
考
え
る
短
歌
』
俵
万
智
著（
新

潮
社
）…
読
者
か
ら
投
稿
さ
れ
た
短

甲
西
図
書
館

日 時　　間 内　　　　　　　　　　　　容

7日（金） 11：00 〜 11：30 ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おひざにだっ
このおはなしかい。絵本の読み聞かせや手遊びなど（入園前のお子さん向け）。

8日（土） 14：00 〜 16：10
土曜名画座「グレイストーク−類人猿の王者−ターザンの伝説」　’83英　
ヒュー・ハドソン監督。クリストファー・ランバート主演。類人猿に育てられた
孤児の少年が、自らの知恵とジャングルのおきてによって成長していく（字幕）。

9日（日） 14：00 〜 15：00 おにぎり村の人形劇　※詳しくは左のページをご覧ください。

15日（土） 14：30 〜 15：30 ちっちゃなかぜおはなしかい　グループ「ちっちゃなかぜ」による、おはなしと
絵本の楽しい時間（前半は4歳以上の幼児向け、後半は小学生向け）。

16日（日） 14：00 〜 14：40
子ども映画会「パディントンベア　2」　’00　ペルーからやってきたこぐまのパ
ディントンが巻き起こす愉快な大騒動。「王妃に会ったパディントン」「選挙運動」
の二本立て（アニメーション・日本語吹き替え）。

22日（土） 14：00 〜 16：10
土曜名画座「愛は霧のかなたに」　’89米　マイケル・アプテッド監督。シガニー・
ウィーヴァー主演。ゴリラの研究と保護にすべてを捧げた実在の女性動物学者
の姿を描く（字幕）。

23日（日） 14：00 〜 14：30 「子ども読書の日」記念　おはなしの森　図書館員による、絵本の読み聞かせや
紙芝居などの楽しいおはなしの時間（幼児から小学生向け）。
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歌
を
元
に
添
削
指
導
。

●『
心
に
遺
し
た
い
季
節
の
言
葉
』

石
寒
太
著（
K
K
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー

ズ
）…
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
季
語
一
つ

ひ
と
つ
の
歴
史
や
語
源
を
考
え
る
。

●『「
こ
と
ば
」
ほ
ど
お
い
し
い
も

の
は
な
い
』
山
根
基
世
著（
講
談
社
）

…
日
々
の
生
活
の
中
で
気
づ
い
た
、

言
葉
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
集
。

●『「
こ
と
ば
の
雑
学
」
放
送
局
』

道
浦
俊
彦
著（
P
H
P
研
究
所
）…

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
で
あ
る
著
者
が
新

語
・
造
語
な
ど
を
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
て
解
説
。

●『
言
い
ま
つ
が
い
』
糸
井
重
里
監

修（
東
京
糸
井
重
里
事
務
所
）…
言

い
間
違
い
や
、
や
り
間
違
い
、
長

い
間
の
勘
違
い
な
ど
を
多
数
紹
介
。

●『
は
じ
め
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
な
か

ぱ
っ
ぱ
ー
七
五
調
で
詠
む
日
本
語
』

高
柳
蕗
子
著（
集
英
社
）…
言
葉
の

リ
ズ
ム
を
通
し
て「
コ
ト
ダ
マ
」
の

魅
力
を
紹
介
。

●『
日
本
語
つ
む
ぎ
』
大
岡
信
著（
世

界
文
化
社
）…
菅
原
道
真
の
詩
や
夏

目
漱
石
の
俳
句
な
ど
、
美
し
い
日

本
語
に
つ
い
て
綴
っ
た
名
文
集
。

●『
旅
の
あ
と
さ
き
、
詩
歌
の
あ
れ

こ
れ
』
岡
井
隆
著（
朝
日
新
聞
社
）

…
斎
藤
茂
吉
の
足
跡
を
た
ど
る
旅

か
ら
生
ま
れ
た
新
作
短
歌
と
、
詩

歌
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ
セ
イ
。

4 月の行事予定

☆
お
一
人
、
図
書（
雑
誌
含
む
）15
点
・
Ｃ
Ｄ
5
点
・
ビ
デ
オ
2
点
ま
で
3
週
間
借
り
ら
れ
ま
す（
両
図
書
館
・
移
動
図
書
館
車
を
合
わ
せ
た
数
で
す
）。

な
お
、
移
動
図
書
館
車
で
借
り
た
も
の
は
次
の
巡
回
日
ま
で
が
貸
出
期
限
と
な
り
ま
す
。

甲西図書館の駐車場が一方通行になりました！
　甲西図書館西側（民家側）の駐車場が前向き・斜め駐車となりました。これに伴い、南側（市役所側）の入口から進
入して北側 ( 野洲川側）から出る一方通行となり、北側からの進入はできなくなります。利用者の皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。



27 Konan  2006.4

図
書
館
へ
行
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う

※移動図書館車でも予約することができます。ご希望の本が見つからない場
合は気軽にお申し付けください。

※水戸小学校では、水戸保育園の園児の皆さんにも利用していただけます。

●は甲西図書館のみの休館日です（月曜日）。

■は石部図書館のみの休館日です（水曜日）。

●は両館の休館日です（火曜日、毎月最終木

曜日）。

☆4/29 と5/5 は祝日ですが、石部図書館は開

館します。

☆5/3 と5/4 は祝日ですが、甲西図書館は開

館します。

☆開館時間は、両館とも午前10時〜午後6時

です。

○石部図書館
　　（石部中央一丁目2-3　�77◦6252）

○甲西図書館
　　（中央五丁目50　�72◦5550）

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 5/1 2 3 4 5 6

4月のカレンダー 移動図書館車「マツゾウくん」4月の巡回スケジュール
場　所 日 時　間

岩根東農業集落
センター前 5（水）

19（水）

15：20〜15：50

サンヒルズ甲西
（本館）駐車場 16：20〜16：50

北山台自治会館前
6（木）
20（木）

16：25〜16：55

市立三雲公民館前 7（金）
21（金）

14：00〜14：30

妙感寺多目的集会所前 15：15〜15：45

菩提寺幼稚園前 12（水）
26（水）

13：50〜14：20

フレンドマート第 2駐車場 16：20〜16：50

下田公民館前 14（金）
28（金）

14：00〜14：30

中山生協集会所予定地 16：20〜16：50

場　所 日 時　間

三 雲 小 学 校
19（水）

12：55〜13：35

岩 根 小 学 校 13：50〜14：50

石 部 南 小 学 校

20（木）

13：15〜13：55

阿 星 保 育 園 14：20〜14：40

石 部 小 学 校 14：55〜15：55

三 雲 東 小 学 校
21（金）

12：55〜13：35

三 雲 保 育 園 14：30〜14：50

菩提寺北小学校
12（水）
26（水）

12：55〜13：35

菩提寺保育園 14：25〜14：45

菩提寺小学校 14：55〜15：55

下 田 小 学 校 14（金）
28（金）

12：55〜13：35

水 戸 小 学 校 14：50〜15：50

☆湖南市立図書館ホームページで、両図書館の蔵書を見ることができます。
　◦パソコン用 ( 暗号化あり )･･･http://lib.edu-konan.jp
　◦携帯電話用 (4 月中旬より暗号化予定 )･･･http://lib.edu-konan.jp/opw/IMD/IMDMAIN.CSP
　◦携帯電話用 (4 月中旬以降も暗号化なし )･･･http://lib.edu-konan.jp/imd/IMD/IMDMAIN.CSP
※「暗号化あり」のホームページでは、プライバシー保護のため、必要なページに暗号化通信を使用しています。

おにぎり村の人形劇
4月9日（日）　午後2時〜 3時

☆開演後の途中入場はできない場合があります。

春休みの人形劇みんなで
見に来て

ね！

入場
無料

日時

場所

演目

　　　本のリサイクル
　図書館では、古くなった資料のうち、再利用が
可能と思われるものの一部を市民の皆さんに無料
でお譲りします。
石部図書館…5月13日（土）〜 5月15日（月）
甲西図書館…5月20日（土）〜 5月26日（金）
時間／両館とも午前10時〜午後6時

こどもの読書週間2006
第48回

「きじっこおはなしかい」の開催曜日と時間が変わります　　
　毎月開催している、おはなしのグループ「ピッコロロ」による「きじっこおはなしかい」は、４月から第２日曜
日になります。午前11時からは入園前のお子さんから小学校低学年向け、午後2時30分からは小学生向けとなっ
ています。入場は無料、申し込みは不要です。どうぞお越しください。

石部図書館

☆
甲
西
図
書
館
展
示　

里
山
に
育
む

－

和
紙
の
町
分
校
の
日
々

－

大
木
春
雄
写
真
展　

４
月
２
日（
日
）ま
で

来月の予告

｢子ども読書の日｣ 記念
街頭紙芝居の世界展

4月8日（土）〜 28日（金）
　昭和の児童文化を代表する街頭紙芝居。テレビやテレ
ビゲームもなく街や野に子どもたちがあふれていた時
代。拍子木の音とともにやってきた紙芝居に、子どもた
ちは胸おどらせたものでした。　
　今回、｢子ども読書の日｣ 記念事業として、大阪・箕
面市立図書館の紙芝居コレクションをお借りし、展示し
ます。

甲西図書館展示

4月23日（日）〜 5月12日（金）
今年の標語
｢魔法の国へのパスポート｣

無料

甲西図書館2階視聴覚室

「カエルのべんとうやさん」ほか
定員 先着200人
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☆湖南市子育て支援ホームページ（http://www.ex.biwa.ne.jp/〜 kosodate-s）もご覧ください。

4 月

〔岩根2225（岩根保育園2階）〕
�・�72◦7089

◎開館日　月〜金曜日
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前9時〜午後4時

〔石部中央三丁目9－20（石部保育園隣接）〕
�77◦8570　�77◦8572

◎開館日　月〜金曜日
◎休館日　土・日曜日、祝日、年末年始
◎開館時間　午前8時30分〜午後5時15分

◆開放日（午前10時〜 11時30分）
　4月13日（木）・14日（金）・18日（火）・20日（木）・25日（火）

☆開放日（午前10時〜正午）
子どもたちが自由に遊べる場として、また保護者どう
しの交流の場として開放しています。相談があれば気
軽に職員に声をかけてください。

※18日（火）には保健師が詰めています。
　にこにこの日
　・21日（金）　午前10時30分〜 11時30分（受付：午前10時〜）
　…こいのぼりを作ろう！
◇サークル使用日

センター登録の子育て支援サークルが活動する日で
す。一般には開放していません。

日 月 火 水 木 金 土
1　

2　 3 ☆ 4 ☆ 5 ◇ 6 ☆ 7 ☆ 8　
9　 10 ☆ 11 ☆ 12 ◇ 13 ☆ 14 ☆ 15　

16　 17 ☆ 18 ☆ 19 ◇ 20 21 ☆ 22　
23　 24 ☆ 25 ☆ 26 ◇ 27 ☆ 28 ☆ 29　
30　

◆にこにこ広場

　親子で一緒に楽しく遊びましょう。お友達もできるかな。

■日時　4月21日、5月19日、6月2日・16日・30日、7月7日、
9月15日・29日〔すべて金曜日・全8回〕

　午前10時〜 11時30分（受付：午前9時30分〜 45分）
■対象　平成18年4月1日現在で2歳以上の子とその保護者
■定員　20組（先着順）※初めて参加する人を優先します。
■内容　工作、散歩、スライム遊び、クッキング、ふれ

あい遊びなど
■参加費　150円（材料費）　※申し込み時に徴収します。
■申込方法　4月3日（月）〜 14日（金）にセンターの窓口

へお申し込みください〔電話可。後日、参加費を徴収
しますので、18日（火）までにセンターへお越しくださ
い。案内をお渡しします〕。

☆参加児の弟妹を託児します（定員：先着5人）。

■日時　4月28日、5月12日・26日、6月9日・23日〔すべて
金曜日・全5回〕午前10時〜 11時（受付：午前9時30分〜 45分）

■対象　平成16年4月2日〜 7月31日生まれの子とその保護者
■定員　20組（先着順）
■内容　手遊び、ふれあい遊び、散歩、小麦粉粘土遊びなど
■参加費　50円（材料費）　※申し込み時に徴収します。
■申込方法　4月10日（月）〜 21日（金）にセンターの窓口

へお申し込みください〔電話可。後日、参加費を徴収
しますので、25日（火）までにセンターへお越しくださ
い。案内をお渡しします〕。

☆参加児の弟妹を託児します（定員：先着5人）。

　子育て不安の解消や親子ふれあい遊びなどいろいろな
講座を企画しています。ぜひご参加ください。

ビーズアクセサリーを作ろう
■日時　5月14日（日）
　午前10時〜 11時30分（受付：午前9時30分〜 50分）
■場所　石部保育園
■対象　子育て中の人
■定員　20人（先着順）
■講師　ぷらむまい
■参加費（材料費）　1,000円程度
■申込方法　4月20日（木）〜 5月2日（火）にセンターの窓

口へお申し込みください（電話可）。
※託児サービスはありませんが、たんぽぽはうすの交流

室を開放しますので一緒に遊んでいただける家族の人
と来ていただいてもけっこうです。

◆おひさまらんど（子育て支援講座）

■日時　4月17日（月）
　午前9時45分〜 11時30分（受付：午前9時30分〜）
■対象　ヨチヨチ歩きの子まで
■内容　助産師による育児相談およびベビーマッサージ
■持ち物　バスタオル、母子手帳
※申し込みは不要です。

◆ひよこ広場（毎月1回実施）

支援センター合同企画

■日時　4月19日（水）　午前10時〜 11時30分
■場所　子育て支援センター ひまわり
　
　市内で活動している子育てサークルの代表の皆さん！
楽しく交流を持ちませんか。
　「ほかのサークルはどんなこと
をしているのかな…」「支援セ
ンターはどんな支援をしてくれ
るのかな…」など、気軽に話し
ながら一緒に考えていきましょ
う！ぜひご参加ください。

第1回

くまグループ

うさぎグループ

サークル代表者交流会
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　特別なメニューはありません。0 歳の赤ちゃんから
どなたでも参加できます。毎週月曜日に公民館で開催
しています。子育ての先輩であるサポーターと一緒
に、楽しい時間を過ごしましょう。初めての人も一度
のぞいてみてください。
※申し込みは不要です。
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■時間　午前10時〜正午（毎回）
■問い合わせ先　生涯学習課社会教育担当〔石部文化
　総合センター内〕�77◦6250　�77◦6253

4月 3日（月） 三雲公民館

4月10日（月） 岩根公民館

4月17日（月） 下田公民館

4月24日（月） 石部公民館

）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（

　おもちゃを通して親子でふれあいませんか。申し込
みは不要です。
◆日時…毎週火・木曜日　午前10時〜正午
◆場所…石部南公民館2階会議室
■問い合わせ先
　石部南公民館　�77◦2535

5歳児

ひなまつりのおやつは「桃ゴーフレット」でした。
甘い香りと味のクリームに

先　生　「どんな味がする？」
A くん　「ハートのあじ！」

にこにこ顔でとっても幸せそうに教えてくれた
A くん。まわりのみんなもほんわか気分になり
ました。

三 雲 保 育 園
平 松 保 育 園
岩 根 保 育 園
菩提寺保育園
下 田 保 育 園
水 戸 保 育 園

子　育　て　サ　ロ　ン

◆対　象…未就学の幼児とその保護者
�72◦1385
�72◦0390
�72◦1389
�74◦1373
�75◦2420
�75◦0630

20日（木） 10：00 〜 11：30

4 月 開 設 日

保育園や幼稚園での子どもたちの
とっておきの会話を紹介するコー
ナーです。今月は三雲幼稚園です。

）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（ ）（

　毎日の子育てに追われているあなた。子どもを預
けて、自由な時間を過ごしてみませんか。

5月15日（月）　午後1時〜 3時30分
■対象　市内在住または在勤の女性で生後4カ月〜

未就学児がいる人
■定員（子ども）　10人
■参加費　子ども一人につき400円（保険料含む）
■持ち物　お茶、着替え、バスタオル、ビニール袋な

ど
■保育者　保育サポーター「ぽっぽ」
■申込方法　業務時間中（月

〜土曜日の午前8時30分
〜午後5時15分）に電話で
お申し込みください。

■申し込み・問い合わせ先
　女性センター
　�72◦8588

子育てリフレッシュタイム 子育てリフレッシュタイム 

どしどしご応募ください。

　あなたのお子さんを「広報こなん」の誌面で紹介
しませんか。まずはお電話ください。
■申し込み先
　政策秘書課広報・広聴担当　�71◦2314

大募集 



■問い合わせ先
○保健センター　�・有線 72 ◦ 4008
○石部保健センター　　� 77 ◦ 7008
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保健センター 毎週火・水・木　午前8時30分〜正午

石部保健センター 毎週月・金　午前8時30分〜午後5時15分

※上記の日時で都合のつかない人は事前にお知らせください。
※持ち物…印鑑・妊娠届出書 ( 各保健センターにも備え付けています）

子健康手帳の発行母

4月12日（水）
午後1時30分〜 3時30分 離乳食の進め方（調理実習を含む）

対象：平成 17 年 11 月生まれの乳児と保護者
※持ち物…母子健康手帳、エプロン、そのほか乳児に必要なもの（お
　むつやミルクなど）

ぐもぐ教室 （受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）も

4月18日（火）
午後1時30分〜 3時30分

妊娠中を快適に過ごすために
（調理実習を含む）

対象：妊婦・夫および家族
※上の子の保育が必要な人はお知らせください。
※持ち物…母子健康手帳、エプロン

マ・パパ教室Ⅰ （受付：午後1時15分〜 1時30分　場所：保健センター）マ

B
C
G

4月10日（月）保健センター
生後3〜6ヵ月未満

4月26日（水）石部保健センター
ポ
リ
オ

4月14日（金）
保健センター 生後3〜90ヵ月未満

4月28日（金）
※番号札は当日午前8時30分から予防接種を行う保健センター玄関
　に出しています。外出する場合は午後2時30分までにお戻りくだ
　さい。

防接種 （受付：午後1時15分〜 2時30分）予

旧甲西町域〔三雲・三雲東・岩根・菩提寺・
菩提寺北・水戸・下田小学校区〕

場所：保健センター
受付：午後1時〜2時30分

4 ヵ月児健診 対象：平成17年12月生 4月27日（木）
10 ヵ月児健診 平成17年 ６月生 4月24日（月）
1歳6カ月児健診 平成16年 9月生 4月21日（金）

2歳6カ月児相談・
歯科健診 平成15年 9月生 4月11日（火）

3歳6カ月児健診 平成14年 9月生 4月13日（木）

旧石部町域〔石部・石部南小学校区〕 場所：石部保健センター
受付：午後1時〜2時30分

4 ヵ月児健診 対象：平成17年12月生 4月25日（火）10 ヵ月児健診 平成17年 ６月生

1歳6カ月児健診
平成16年 7月生
平成16年 8月生
平成16年 9月生

4月20日（木）

※持ち物…母子健康手帳、質問票、バスタオル（4カ月児）、歯ブラ
　シ（10カ月児・1歳6カ月児・2歳6カ月児・3歳6カ月児）
※3歳6カ月児健診では尿検査・視力検査を行います。

幼児健診 受診までに多少時間がかかります。乳

母子保健サービス一部変更のお知らせ
■予防接種料金が無料になります
　市では、乳幼児を対象に予防接種を行っていますが、今年
度から個別接種の費用を無料化します。定められた接種時期
に市内指定医療機関で接種しましょう。

■麻しん単独ワクチン・風しん単独ワクチンの接種について
  １歳〜２歳未満で、次のいずれかに該当する子は、平成18
年度（平成18年４月 １日〜 19年３月31日）のみ市内指定医療
機関において無料で接種することができます。
○平成18年３月31日までに麻しん単独ワクチン、風しん単

独ワクチンのいずれかを接種した子
○平成18年３月31日までに麻しん、風しんのいずれかにか

かったことがあり、麻しん単独ワクチン、風しん単独ワク
チンのいずれかをまだ接種していない子

※平成18年４月１日以降、麻しん単独ワクチンおよび風しん
単独ワクチンによる予防接種は「任意接種」となっていま
す。万一の健康被害に対する国の救済制度は適用されませ
んのであらかじめご了承ください。

■予防接種指定医療機関を追加します
  今年度から湖南労働衛生センター �75◦0180 で予防接種
を受けることができるようになりました。接種日時について
は直接お問い合わせください。

■２歳６カ月児相談・歯科健診に変わります
　これまで実施していた「２歳６カ月児健診」の内容を変更
し、医師による診察に代わり、発達相談員による相談を実施
します。これに伴い、名称も「２歳６カ月児相談・歯科健診」
に変更します。

■ひよこ教室・子育て相談室が変わります
○ひよこ教室Ⅰ（離乳食）
　「もぐもぐ教室」に名称変更を行い、引き続き保健センター
　で実施します。
○ひよこ教室Ⅱ（ベビーマッサージ）および子育て相談室
　今年度から、２つの子育て支援センター（ひまわり、たん
　ぽぽはうす）で実施します。
※今後の市の子育て支援事業では、保健センターと子育て支

援センターがこれまで以上に緊密な連携を図って皆さんの
子育てを応援していきます。

○　　　　　　　　　　○

  保健センターでの相談は従来と変わらず随時受け付けてい
ますので気軽にお越しください。また、市民の皆さんが自主
的に行う勉強会などにも出向きますのでお知らせください。

　入居者募集中
楽しく朗らかに過ごす我が家
安心して心豊かな生活を
お手伝いします。

社会福祉法人 八
は ち

起
き

会
か い

石部ケアハウス
Ｅ -mail:ich@mx.biwa.ne.jp    http://www.biwa.ne.jp/〜hachiki/

〒520-3112 湖南市丸山4丁目5番1号

TEL：0748-77-0025
※お気軽にお電話下さい。

幸せな老後をしっかりサポート

全室個室（46 室）
一人室／ 42 室
二人室／ 4 室

60歳〜入居可

TEL（ＦＡＸ） 0748-75-2962　
携帯 090-5132-2727

花紅茶へいらっしゃいませんか？
女性のためのハッピーセラピールーム

♥こころのカウンセリング
お子さまの相談は男女問
わずお受けします。
プライバシーは固く守りま
すので、ご安心ください。

♥ここちよいカラーセラピーやパーソナルカラー診断
あなたの幸せ色や、よく似合う色がわかります。
♥楽しいパステルアートや紅茶教室などの癒し空間体験

一人で悩まず気軽にお越しください。
花紅茶　湖南市水戸15-14　
　　　　　　　　　　セラピスト ： 松尾 季洋子

詳しくはお電話ください。すべて本格紅茶
とお菓子つきでお待ちしています。要予約
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就労相談

4月の相談日　☆相談時間はいずれも午前9時〜11時30分

■問い合わせ先　商工観光課労政担当〔東庁舎〕　�71◦2332
三雲会館
三雲教育集会所
夏見会館
柑子袋会館　
松籟会館
岩根会館

�72◦3166
�72◦3301
�72◦3083
�72◦2993
�77◦2972
�72◦2292

市民学習交流センター
（サンヒルズ甲西）本館
下田公民館
菩提寺公民館
石部南公民館

�75◦8190
�75◦0011
�74◦3471
�77◦2535

日 月 火 水 木 金 土

1

2 3
松籟会館

4
三雲会館

5
サンヒルズ甲西

6
菩提寺公民館

7
夏見会館 8

9 10
三雲教育集会所

11
下田公民館

12
石部南公民館

13
柑子袋会館

14
岩根会館 15

16 17
松籟会館

18
三雲会館

19
サンヒルズ甲西

20
菩提寺公民館

21
夏見会館 22

24
三雲教育集会所

25
下田公民館

26
石部南公民館

27
柑子袋会館

28
岩根会館 29

相談窓口
○まちづくり推進課〔東庁舎〕

�71◦2360
○�地域総合センター（三雲会館�72◦

3166、三雲教育集会所�72◦3301、夏
見会館�72◦3083、柑子袋会館�72◦
2993、松籟会館�77◦2972、岩根会
館�72◦2292）では、人権相談をはじめ
とした各種相談を受け付けています。

◇日時　毎週月〜金曜日（祝日を除く）
　午前8時30分〜午後5時15分

女性の悩み相談
　事前に予約が必要です。
◇日時　4月20日（木）
　午後2時〜 4時（一人1時間程度）
◇場所　社会福祉センター
◇対象　市内在住の女性
◇申し込み・問い合わせ先
　人権政策課　�71◦2354

よろず相談・行政相談・人権相談

☆時間はいずれも午後1時〜4時
◇問い合わせ先
・よろず相談…社会福祉協議会　 �72◦4102
・行政相談…まちづくり推進課 　�71◦2360
・人権相談…人権政策課　　 　　 �71◦2354

9日（日） 11日（火）13日（木）25日（火）

社会福祉センター
�72◦4102 − よろず相談

行政相談 人権相談 よろず相談
行政相談

石部老人福祉センター
�77◦5045

行政相談
人権相談 − − −

場所
日

育児相談
○保健センター　　　　　　�72◦4008
○石部保健センター　　　　�77◦7008
◇子育てに関する悩みや心配なこと、ま

た離乳食やお子さんの発達などについ
て気軽にご相談ください。

◇随時、電話にて受け付けます。
※発達相談員による発達相談（予約制）の
　紹介も行います。

赤ちゃんホットライン（電話相談）
○保健センター　　　　　     　  �71◦4150
◇日時　毎週月〜金曜日（祝日を除く）
　午前8時30分〜午後5時15分
◇内容　妊娠、出産、育児など

介護についての相談・高齢者の生活相
談・福祉用具や住宅改修の相談

湖南市地域包括支援センター〔東庁舎〕
�71◦4652

高齢者支援センターいしべ  �77◦5243
高齢者支援センターみくも  �72◦8100
高齢者支援センターぼだいじ

�74◦4093
高齢者支援センターひえ     �75◦2323

少年センター悩み事相談
少年センター「あすくる湖南」
〔西庁舎別棟２階〕　
�77◦7053
　中学生・高校生本人やその保護者を対
象に、学校や家庭での生活、交友関係、
不登校、いじめなどについての電話相談
や面接相談を受けています。
◇日時　月〜金曜日　
　午前９時〜午後４時

内職相談
滋賀県商工観光労働部労政能力開発課雇
用対策推進室
�72◦9311（相談日のみ）
◇日時　4月4日（火）、18日（火）
　午前10時〜午後3時　
◇場所　女性センター

法律相談
　相談は無料、秘密は厳守されます。予
約制ですので、前日までに予約申し込み
を行ってください。
湖南市商工会石部支所　     �77◦4145
◇日時　4月7日（金）
　午後1時30分〜 4時30分
◇場所　湖南市商工会石部支所
湖南市商工会　　　　        �72◦0038
◇日時　4月21日（金）
　午後1時15分〜 4時15分
◇場所　共同福祉施設（サンライフ甲西）

教育電話相談
ふれあい教育相談室　        �72◦4810
E メール k-fureai@vesta.ocn.ne.jp
◇日時　毎週月〜金曜日
　午前9時〜午後5時
◇場所　勤労青少年ホーム

23
30

　もの忘れについての電話相談
○保健センター　　　　　     　  �72◦4008
○石部保健センター　　　　　    �77◦7008
◇日時　毎週月〜金曜日（祝日を除く）
　午前8時30分〜午後5時15分
◇内容　もの忘れについて気になる人、また

はその家族
※専門医によるもの忘れ相談（予約制）の紹介

も行います。

三雲販売所　�（0748）72-4607
石部販売所　�（0748）77-5676
蒲生販売所　�（0748）55-4556

ご購読のお申し込みは

応援します。あなたのくらし。4月2日 （ 日 ） 午後1時30分開演（12時30分開場）
〈午後4時ごろ終了予定〉

守山市民ホール （ 守山市三宅町 ）

主　催：京都新聞滋賀本社 ( 事業＝�077◦523◦3134）
後　援 ： 滋賀県教育委員会、 守山市教育委員会

と　き

ところ

プ
ロ
グ
ラ
ム

★主催者あいさつ
★入学についてのオリエンテーション (開催地の教育委員会の先生）
★交通安全教室（滋賀県警察本部交通企画課ふれあいチーム）
★お楽しみ抽せん会
★映画 ｢一ねんせいになったら｣・ドラえもん ｢ミチビキエンゼル｣

入学
おめでとう入学
おめでとう入学
おめでとう

｢京都新聞・新一年生のつどい｣
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（平成18年2月28日現在）

レトロ感あふれる竈
かまど

の風景（岩根）
　昔ながらの家並みが続く岩根の集落に、ひときわ古い建物がある。
旧岩根東公民館である。他所にあった農協のパン工場を、戦後まも
なくのころに移築したものという。中には懐かしい風情が残る竈が
ある。暗がりの空間に窓からの光がレトロ感を演出している。　

【写真提供：フォト 亀CAME】

　３月に行われた第１回ワー
ルドベースボールクラシッ
クでは、日本チームが初代
王者となり、国を背負って

戦う選手たちの姿は多くの日本人を感動
させた。
　選手たちは、それぞれに与えられた場
面で自分の持ち味を遺憾なく発揮し、王
監督の指揮の下、その個々の力を結集し
て世界一という栄冠を勝ち取った。一つ
の組織が、大きな目標に立ち向かう理想
の姿を垣間見たような思いがする。
　６月にはサッカーワールドカップがドイ
ツで開かれ、日本代表の活躍が期待され
る。王ジャパンのようにジーコジャパン
のメンバーも必ずやわたしたちに多くの
感動をもたらしてくれるだろうと、サッ
カーファンのわたしは今からその日を心
待ちにしている。
　春４月。新たな人との出会いとともに、
多くの感動に出会える時間を過ごせたら
と願う。
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